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一
　
は
じ
め
に

　

日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
、
衟
元
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
の
主
著
『
正

法
眼
藏
』
に
は
「
諸
法
實
相
」
と
題
さ
れ
た
卷
が
存
在
す
る
。
し
か

し
、「
諸
法
實
相
」
卷
以
外
に
も
『
正
法
眼
藏
』
に
お
い
て
諸
法
と
實

相
と
の
關
係
に
つ
い
て
の
表
現
が
散
見
す
る
。
そ
の
表
現
は
諸
法
や
實

相
の
語
を
伴
わ
な
い
こ
と
も
多
い
。
他
の
卷
に
も
存
す
る
語
句
で
あ
れ

ば
、「
諸
法
實
相
」
卷
と
題
し
た
卷
を
撰
述
し
た
意
義
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
現
に
『
正
法
眼
藏
』
中
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
禪
宗
の
基
本

的
用
語
で
も
あ
る
「
本
來
面
目
」
や
「
面
目
」
と
題
さ
れ
た
卷
は
撰
述

さ
れ
て
い
な
い
。
衟
元
の
諸
法
實
相
觀
に
つ
い
て
の
先
行
硏
究
と
し

て
、
淸
野
宏
衟
氏（

１
）と

辻
口
雄
一
郞
氏（

２
）の

論
考
が
擧
げ
ら
れ
る（

３
）。

ま
ず
淸

野
氏
は
諸
法
に
つ
い
て
「
供
養
諸
佛
」
卷
や
「
行
佛
威
儀
」
卷
、「
摩

訶
般
若
波
羅
蜜
」
卷
、「
行
持
」
下
卷
よ
り
、
佛
の
特
性
つ
ま
り
佛
智

慧
と
し
、
諸
法
は
『
法
華
經
』
を
媒
介
に
實
相
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
特
に
敎
法
の
槪
念
を
根
幹
と
し
て
而
今
の
一
切
に
開
か
れ
て
い
る

と
す
る
。
辻
口
氏
も
「
諸
法
實
相
」
卷
の
定
義
よ
り
、「
諸
法
卽
實
相
、

實
相
卽
諸
法
」
で
あ
る
と
す
る
。

　

本
論
文
で
は
、
ま
ず
淸
野
氏
の
論
を
寀
り
上
げ
、
諸
法
の
語
に
關
す

る
氏
の
定
義
の
是
非
を
檢
討
す
る
。
そ
し
て
、「
諸
法
實
相
」
卷
と
「
山

水
經
」
卷
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
衟
元
の
諸
法
實
相
觀
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、「
諸
法
實
相
」
卷
を
撰
述
し
た
意
圖
の
考
究
を
目
的

と
す
る
。

　
　
　

衟
元
の
諸
法
實
相
觀

米　

野　

大　

雄
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二
　
諸
法
の
語
に
關
す
る
先
行
硏
究
の
檢
討

　

ま
ず
、
淸
野
氏
の
論
を
檢
討
す
る
。
そ
こ
で
は
淸
野
氏
が
證
文
と
し

て
擧
げ
る
『
正
法
眼
藏
』
の
記
述
を
參
照
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
文
章

の
前
後
も
確
認
し
、
文
脉
か
ら
論
の
是
非
を
考
察
す
る
。
は
じ
め
に
淸

野
氏
は
次
の
「
供
養
諸
佛
」
卷
の
記
述
を
擧
げ
る
。

諸
佛
か
な
ら
ず
諸
法
實
相
を
大
師
と
し
ま
し
ま
す
こ
と
、
あ
き
ら

け
し
。
釋
尊
ま
た
、
諸
佛
の
常
法
を
證
し
ま
し
ま
す
。
い
は
ゆ
る

諸
法
實
相
を
大
師
と
す
る
、
と
い
ふ
は
、
佛
・
法
・
僧
の
三
寶
を

供
養
恭
敬
し
た
て
ま
つ
る
な
り
。
諸
佛
は
、
無
量
阿
僧
祇
劫
、
そ

こ
ば
く
の
功
德
善
根
を
積
集
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
報
を
も
と
め

ず
、
た
だ
功
德
を
恭
敬
し
て
供
養
し
ま
し
ま
す
な
り
。
…
…
い
ま

の
凡
夫
の
お
も
ふ
と
こ
ろ
は
、
造
惡
の
、
諸
法
實
相
な
ら
ん
と
お

も
ふ
、
有
所
得
の
み
、
佛
果
菩
提
な
ら
ん
と
お
も
ふ
。
か
く
の
ご

と
く
の
邪
見
は
、
た
と
ひ
八
萬
劫
を
し
る
と
い
ふ
と
も
、
い
ま
だ

本
劫
本
見
、
末
劫
末
見
を
の
が
れ
ず
、
い
か
で
か
唯
佛
與
佛
の
究

盡
し
ま
し
ま
す
と
こ
ろ
の
諸
法
實
相
を
究
竟
す
る
こ
と
あ
ら
ん
。

ゆ
え
い
か
む
、
と
な
れ
ば
、
唯
佛
與
佛
の
究
盡
し
ま
し
ま
す
と
こ

ろ
、
こ
れ
諸
法
實
相
な
る
が
ゆ
え
な
り（

４
）。

　

淸
野
氏
は
右
記
中
、
最
初
の
一
・
二
文
目
を
擧
げ
、「
諸
法
實
相
」

は
佛
を
佛
た
ら
し
め
る
根
本
理
法
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
と
す
る
。

し
か
し
、「
諸
法
實
相
を
大
師
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
諸
法
實
相

を
參
究
す
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
淸
野
氏
が
引
用
す
る
文
章
の
直
後

の
文
を
見
る
と
、「
諸
法
實
相
を
大
師
と
す
る
」
と
い
う
意
味
を
「
佛
・

法
・
僧
の
三
寶
を
供
養
恭
敬
す
る
」
こ
と
と
說
明
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
こ
で
强
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
功
德
善
根
を
積
集
し
、
三
寶

を
供
養
す
る
こ
と
で
あ
り
、
佛
果
菩
提
の
功
德
と
諸
法
實
相
が
同
列
に

置
か
れ
る
。
そ
し
て
諸
法
實
相
は
凡
夫
の
邪
見
と
は
違
い
造
惡
の
諸
法

實
相
で
は
な
い
。
從
っ
て
、「
供
養
諸
佛
」
卷
の
記
述
の
み
で
は
、
諸

法
實
相
が
諸
佛
を
諸
佛
た
ら
し
め
る
根
本
理
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
諸
法
實
相
に
關
し
て
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
は

「
唯
佛
與
佛
の
究
盡
」
と
い
う
『
法
華
經
』
に
基
づ
く
部
分
で
あ
る
。

そ
し
て
淸
野
氏
は
根
本
理
法
と
い
う
主
張
が
、
左
記
に
引
用
す
る
「
行

佛
威
儀
」
卷
の
最
後
の
一
文
に
重
な
る
と
し
、「
諸
法
は
佛
と
の
相
關

關
係
に
お
い
て
眞
實
と
意
義
付
け
ら
れ
、
三
世
に
敷
衍
す
る
」
と
論
ず

る
。

諸
佛
か
な
ら
ず
威
儀
を
行
足
す
、
こ
れ
行
佛
な
り
。
…
…
す
で
に

恁
麼
保
任
す
る
に
、
諸
法
・
諸
身
・
諸
行
・
諸
佛
、
こ
れ

切
な

り
。
こ
の
行
・
法
・
身
・
佛
、
お
の
お
の
承
當（

５
）に

罣
礙（

６
）あ

る
の
み

な
り
。
承
當
に
罣
礙
あ
る
が
ゆ
え
に
、
承
當
に
脫
落
あ
る
の
み
な
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り
。
眼
礙
の
明
明
百
草
等（

７
）な

る
、
不
見
一
法
、
不
見
一
物
と
動
著

す
る
こ
と
な
か
れ
。
這
法
に
若
至
な
り
、
那
法
に
若
至
な
り
。
拈

來
拈
古
、
出
入
同
門
に
行
履
す
る
、
徧
界
不
曾
藏
な
る
が
ゆ
え

に
、
世
尊
の
密
語
・
密
證
・
密
行
・
密
附
等
あ
る
な
り
。
…
…
い

ま
三
世
諸
佛
と
い
ふ
は
、
一
切
諸
佛
な
り
。
行
佛
は
す
な
わ
ち
三

世
諸
佛
な
り
。
…
…
し
か
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
、
三
世
の
諸
佛
は
三

世
に
法
に
と
か
れ
、
三
世
の
諸
法
は
、
三
世
に
佛
に
と
か
る
る
な

り（
８
）。

　

ま
ず
、
こ
こ
で
諸
佛
を
諸
佛
た
ら
し
め
る
も
の
は
行
佛
で
あ
る
。
諸

法
は
承
當
に
罣
礙
が
あ
る
も
の
の
、
確
か
に
諸
佛
に
お
い
て
意
義
付
け

ら
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
諸
法
が
佛
を
佛
た
ら
し
め
る
根
本
理
法
と
ま

で
は
い
え
な
い
。「
行
佛
威
儀
」
卷
で
の
根
本
理
法
は
行
佛
で
あ
り
、

行
佛
た
る
條
件
は
「
威
儀
を
行
足
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
最
後

の
文
は
諸
佛
と
諸
法
の
不
可
分
の
關
係
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
因
果

の
關
係
は
讀
み
取
れ
な
い
。
續
い
て
、
次
に
記
す
「
摩
訶
般
若
波
羅

蜜
」
卷
の
一
・
二
文
目
よ
り
、
淸
野
氏
は
諸
法
を
佛
と
同
格
の
空
相
た

る
佛
智
慧
と
す
る
。

佛
薄
伽

は
般
若
波
羅
蜜
多
な
り
、
般
若
波
羅
蜜
多
は
是
諸
法
な

り
。
こ
の
諸
法
は
空
相
な
り
、
不
生
不
滅
な
り
、
不
垢
不
淨
、
不

增
不
減
な
り
。
こ
の
般
若
波
羅
蜜
多
の
現
成
せ
る
は
、
佛
婆
伽

の
現
成
せ
る
な
り
。
問
取
す
べ
し
、
參
取
す
べ
し
。
供
養
禮
敬
す

る
、
こ
れ
佛
婆
伽

に
奉
覲
承
事
す
る
な
り
、
奉
覲
承
事
の
佛
婆

伽

な
り（

９
）。

　

右
記
は
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
卷
の
最
後
の
文
で
あ
る
。「
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
」
卷
冐
頭
で
は
、
五
蘊
・
十
二
入
・
十
八
界
・
四
圣
諦
・
六

波
羅
蜜
・
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
・
三
世
・
六
大
・
四
威
儀
を
擧
げ
、

こ
れ
を
代
表
し
て
般
若
と
い
い
、
こ
の
般
若
の
開
演
現
成
を
百
草
・
萬

𧰼
と
い
う（

（1
（

。
つ
ま
り
、
こ
の
代
表
さ
れ
た
般
若
を
佛
と
し
、
こ
の
般
若

を
是
諸
法
と
し
て
、
諸
法
は
空
相
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
佛
・

般
若
・
諸
法
が
同
格
に
お
か
れ
て
い
て
、
淸
野
氏
の
論
が
首
肯
で
き

る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
同
格
で
あ
り
、
諸
法
が
佛
を
佛
た
ら
し
め
る

根
本
理
法
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
最
後
の
文
で
供
養
禮
敬
の
重
要
性

を
述
べ
、「
供
養
諸
佛
」
卷
の
記
述
と
重
な
る
。
淸
野
氏
は
、「
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
」
卷
の
記
述
が
、
大
醫
衟
信
（
五
八
〇
～
六
五
一
）
の
行
持
を

承
け
た
、
以
下
の
「
行
持
」
下
卷
の
一
・
二
文
目
の
記
述
よ
り
、
悉
皆

解
脫
な
る
諸
法
と
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
と
述
べ
る
。

し
る
べ
し
、
一
切
諸
法
、
悉
皆
解
脫
な
り
。
諸
法
の
空
な
る
に
あ

ら
ず
、
諸
法
の
諸
法
な
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
悉
皆
解
脫
な
る
諸
法

な
り
。
い
ま
四
祖
に
は
、
未
入
塔
時
の
行
持
あ
り
、
既
在
塔
時
の

行
持
あ
る
な
り
。
生
者
か
な
ら
ず
滅
あ
り
、
と
見
聞
す
る
は
小
見
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な
り
、
滅
者
は
無
思
覺
、
と
知
見
せ
る
は
小
聞
な
り
。
學
衟
に

は
、
こ
れ
ら
の
小
聞
・
小
見
を
な
ら
ふ
こ
と
な
か
れ
。
生
者
の
滅

な
き
も
あ
る
べ
し
、
滅
者
の
有
思
覺
な
る
も
あ
る
べ
き
な
り（

（1
（

。

　

こ
こ
で
擧
げ
ら
れ
る
「
悉
皆
解
脫
」
は
『
正
法
眼
藏
』
に
お
い
て
、

「
行
持
」
下
卷
の
こ
の
部
分
に
の
み
見
え
る
語（

（1
（

で
あ
り
、
こ
こ
で
參
照

さ
れ
る
衟
信
の
行
持
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

迄
二
高
宗
永
徽
辛
亥
歲
閏
九
月
四
日
一、
忽
垂
二
誡
門
人
一
曰
。
一
切

諸
法
、
悉
皆
解
脫
。
汝
等
各
自
護
念
、
流
二
化
未
來
一。
言
訖
安
坐

而
逝
、
壽
七
十
有
二
、
塔
二
于
本
山
一。
明
年
四
月
八
日
、
塔
戶
無
レ

故
自
開
、
儀
相
如
レ
生
。
爾
後
門
人
不
二
敢
復
閉（

（1
（

一。

　
「
行
持
」
下
卷
で
一
切
諸
法
が
悉
皆
解
脫
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
衟

信
の
垂
誡
に
よ
る
定
義
で
あ
る
。

　

ま
た
、
右
の
行
持
へ
の
說
明
は
引
用
し
た
「
行
持
」
下
卷
の
文
で
あ

る
か
ら
、「
一
切
諸
法
、
悉
皆
解
脫
」
へ
の
衟
元
に
よ
る
說
明
は
、
諸

法
が
空
で
は
な
く
、
諸
法
が
諸
法
で
な
い
の
で
は
な
く
、
悉
皆
解
脫
で

あ
る
諸
法
と
い
う
に
と
ど
ま
る
。
垂
誡
の
中
で
、「
汝
等
各
自
護
念
、

流
化（

（1
（

未
來
。」
を
寀
り
上
げ
ず
、「
一
切
諸
法
、
悉
皆
解
脫
。」
に
關
し

て
說
明
を
加
え
た
こ
と
に
一
考
の
餘
地
は
あ
る
が
、
諸
法
が
空
で
は
な

い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
を
基
調
と
す
る
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」

卷
を
承
け
て
の
文
と
は
み
な
し
難
い
。
加
え
て
、「
袈
裟
功
德
」
卷
の

記
述
か
ら
、諸
法
と
佛
法
の
關
係
が
同
格
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

今
日
、
釋
迦
牟
尼
佛
に
あ
ふ
た
て
ま
つ
り
て
出
家
す
る
と
き
、
生

得
の
俗
衣
、
す
み
や
か
に
轉
じ
て
袈
裟
と
な
る
、
和
修
尊
者
に
お

な
じ
。
あ
き
ら
か
に
し
り
ぬ
、
袈
裟
は
、
絹
・
布
等
に
あ
ら
ざ
る

こ
と
。
い
は
ん
や
、
佛
法
の
功
德
、
よ
く
身
心
諸
法
を
轉
ず
る
こ

と
、
そ
れ
か
く
の
ご
と
し（

（1
（

。

　

す
な
わ
ち
、
諸
法
は
佛
法
に
轉
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
い
え
る
。
從
っ

て
、
諸
法
が
佛
を
佛
た
ら
し
め
る
根
本
理
法
と
は
い
え
な
い
。「
摩
訶

般
若
波
羅
蜜
」
卷
よ
り
諸
法
が
佛
と
同
格
で
あ
る
こ
と
は
い
え
る
が
、

そ
れ
が
佛
を
佛
た
ら
し
め
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
單
に
諸
法

は
佛
と
同
格
と
す
る
こ
と
も
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
法
の
語
の

み
に
焦
點
を
當
て
た
場
合
、『
正
法
眼
藏
』
に
お
け
る
諸
法
の
定
義
は

明
瞭
に
は
捉
え
難
い
。「
諸
法
實
相
」
卷
を
先
行
硏
究
と
と
も
に
見
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

三
「
諸
法
實
相
」
卷

　
「
諸
法
實
相
」
卷
の
冐
頭
で
は
次
の
よ
う
に
諸
法
と
實
相
と
が
定
義

さ
れ
て
い
る
。

佛
祖
の
現
成
は
、
究
盡
の
實
相
な
り
、
實
相
は
諸
法
な
り
、
諸
法

は
如
是
相
な
り
、
如
是
性
な
り
、
如
是
身
な
り
、
如
是
心
な
り
、
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如
是
世
界
な
り
、
如
是
曇
雨
な
り
、
如
是
行
住
坐
臥
な
り
、
如
是

憂
喜
動
靜
な
り
、
如
是
拄
杖
拂
子
な
り
、
如
是
拈
華
破
顏
な
り
、

如
是
嗣
法
授
記
な
り
、
如
是
參
學
辦
衟
な
り
、
如
是
松
操
竹
節
な

り（
（1
（

。

　

右
記
を
承
け
、
辻
口
氏
は
、
如
是
相
が
諸
法
と
竝
列
さ
れ
、「
實
相

の
究
盡
」
が
「
究
盡
の
實
相
」
に
轉
換
さ
れ
て
、
存
在
の
在
り
方
に
關

わ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
諸
法
と
實
相
と
を
無
媒
介

に
結
合
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
究
盡
の
實
相
が
諸
法
に
結
び

付
け
ら
れ
て
い
る
。
諸
法
か
ら
は
如
是
相
、
如
是
性
と
十
如
是
の
前
二

如
是
が
導
き
だ
さ
れ
た
後
、
十
如
是
の
括
り
に
限
ら
ず
、
身
・
心
・
世

界
・
曇
雨
・
行
住
坐
臥
・
憂
喜
動
靜
・
拄
杖
拂
子
・
嗣
法
授
記
・
參
學

辦
衟
・
松
操
竹
節
ま
で
擴
張
す
る
。
實
相
が
諸
法
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
諸
法
が
實
相
で
あ
る
と
は
斷
定
で
き
な
い
。
諸
法
か
ら

の
實
相
へ
の
關
係
は
言
乁
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
身
・

心
や
心
の
動
き
、
法
具
、
傳
法
、
參
學
辦
衟
、
自
然
物
に
ま
で
如
是
を

廣
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
邊
の
み
な
ら
ず
、
威
儀
一
々
が
實
相
で
あ

る
と
も
と
れ
る
。
し
か
し
、
實
相
を
一
々
に
み
る
こ
と
は
明
言
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
擧
げ
ら
れ
て
い
る
諸
法
一
々
が
卽
實
相
と
い
え
る
か

は
判
然
と
し
な
い
。「
諸
法
卽
實
相（

（1
（

」
と
い
う
定
義
は
先
行
硏
究
か
ら

も
、冐
頭
の
記
述
か
ら
斷
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
諸
法
卽
實
相
」

を
肯
定
す
る
文
の
中
で
も
、
斧
山
玄
鈯
（
？
～
一
七
八
九
）
の
『
正
法
眼

藏
聞
解
』
で
は
長
慶
慧
稜
（
八
五
四
～
九
三
二
）
の
偈（

（1
（

を
承
け
、
以
下
の

よ
う
に
解
說
し
て
い
る
。

諸
法
は
萬
𧰼
、
實
相
は
獨
露
身
な
り
、
諸
法
を
、
諸
法
を
撥
い
の

け
る
、
走
し
て（

（1
（

、
實
相
と
云
う
で
は
無
い
、
江
湖
集
朶
々
湖
山
千

古
佛
と
あ
る
も
、
諸
法
實
相
を
云
う
、
其
時
は
湖
山
を
不
レ
見
、

古
佛
の
實
體
を
見
る
、
實
體
は
虛
空
身
に
有
無
な
ら
ぬ
も
の
、
こ

の
有
無
を
は
な
れ
た
實
を
見
れ
ば
、
朶
々
湖
山
も
千
古
佛
な
り
、

十
界
の
諸
法
古
佛
な
ら
ざ
る
な
し
、
敎
家
で
松
竹
櫻
…
…
當
意
卽

妙
と
明
す
、
是
で
諸
法
實
相
衟
理
は
盡
き
て
あ
る
け
れ
ど
も
こ
れ

を
惡
く
、
合
點
し
て
、
松
竹
櫻
諸
法
が
や
は
り
其
儘
實
相
と
い
へ

ば
、
凡
夫
の
常
見
に
な
る
、
松
竹
の
當
位
が
其
儘
透
脫
し
て
實
體

が
な
い
、
妙
不
可
思
議
で
、
有
無
と
い
は
ぬ
、
こ
れ
を
諸
法
實
相

と
云
う（

（2
（

。

　

以
上
の
如
く
、
實
相
を
獨
露
身
、
諸
法
を
萬
𧰼
と
し
て
、
諸
法
た
る

如
是
相
・
如
是
性
・
如
是
身
・
如
是
云
云
と
相
・
性
・
身
・
云
云
を
同

一
視
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
聞
解
』
に
從
え
ば
、

「
諸
法
卽
實
相
」
と
い
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
是
非
は
「
諸
法
實
相
」

卷
を
見
る
だ
け
で
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、『
正
法
眼
藏
』
の
他
の
卷
を

檢
討
す
れ
ば
、
自
然
に
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
續
い
て
、「
諸
法
實
相
」
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卷
に
お
い
て
、
次
の
記
述
の
よ
う
に
、
諸
法
實
相
と
唯
佛
與
佛
と
の
關

係
に
つ
い
て
言
乁
し
て
い
る
。

い
は
ゆ
る
如
來
衟
の
本
末
究
竟
等
は
、
諸
法
實
相
の
自
衟
取
な

り
、
闍
梨
自
衟
取
な
り
、
一
等
の
參
學
な
り
、
參
學
は
一
等
な
る

が
ゆ
え
に
。
唯
佛
與
佛
は
、
諸
法
實
相
な
り
、
諸
法
實
相
は
、
唯

佛
與
佛
な
り
。
唯
佛
は
、
實
相
な
り
、
與
佛
は
、
諸
法
な
り
。
諸

法
の
衟
を
聞
取
し
て
、
一
と
參
じ
、
多
と
參
ず
べ
か
ら
ず
。
實
相

の
衟
を
聞
取
し
て
、
虛
に
あ
ら
ず
と
學
し
、
性
に
あ
ら
ず
と
學
す

べ
か
ら
ず
。
實
は
、
唯
佛
な
り
、
相
は
、
與
佛
な
り
、
乃
能
は
、

唯
佛
な
り
、
究
盡
は
、
與
佛
な
り
、
諸
法
は
、
唯
佛
な
り
、
實
相

は
、
與
佛
な
り
。
…
…
本
末
究
竟
等
の
衟
取
、
ま
さ
に
現
成
の
如

是
な
り（

（2
（

。

　

こ
こ
で
、
辻
口
氏
は
、
一
々
の
法
は
、
そ
れ
自
身
に
お
い
て
「
本
末

究
竟
等
」
で
あ
り
、
あ
り
の
ま
ま
に
お
い
て
す
で
に
極
相
を
示
し
て
い

る
と
す
る
。
こ
の
主
張
は
「
諸
法
卽
實
相
、
實
相
卽
諸
法
」
の
立
場
か

ら
と
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
唯
佛
與
佛
を
介
し
て
い
る
。
更
に

次
の
文
章
が
見
え
る
。

我
も
し
十
方
佛
に
同
異（

（2
（

せ
ば
、
い
か
で
か
乁
十
方
佛
の
衟
取
を
現

成
せ
し
め
ん
。
遮
頭（

（2
（

に
十
方
な
き
が
ゆ
え
に
、
十
方
は
遮
頭
な

り
。
こ
こ
を
も
て
、
實
相
の
、
諸
法
に
相
見
す
と
い
ふ
は
、
春
は

花
に
い
り
、
人
は
春
に
あ
ふ
、
月
は
月
を
て
ら
し
、
人
は
お
の
れ

に
あ
ふ
、
あ
る
い
は
人
の
水
を
み
る
、
お
な
じ
く
こ
れ
相
見
底
の

衟
理
な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
、
實
相
の
、
實
相
に
參
學
す
る
を
、
佛

祖
の
、
佛
祖
に
嗣
法
す
る
、
と
す
。
こ
れ
、
諸
法
の
、
諸
法
に
授

記
す
る
な
り
。
唯
佛
の
、
唯
佛
の
た
め
に
傳
法
し
、
與
佛
の
、
與

佛
の
た
め
に
嗣
法
す
る
な
り（

（2
（

。

　

右
記
の
第
三
文
目
を
寀
り
上
げ
、
辻
口
氏
は
あ
る
も
の
と
他
の
も
の

と
の
關
係
の
一
つ
一
つ
が
、
實
相
が
諸
法
に
相
見
す
る
衟
理
と
す
る
。

『
聞
解
』
で
は
實
相
と
諸
法
と
が
不
二
で
あ
る
表
現
と
捉
え
て
い
る（

（2
（

。

こ
こ
で
、
遮
頭
に
十
方
が
な
い
か
ら
、
十
方
が
遮
頭
で
あ
る
と
い
う
の

は
、
換
言
す
れ
ば
、
十
方
が
遮
頭
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
遮
頭
に
十

方
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
形
式
的
に

は
實
相
が
諸
法
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
諸
法
が
實
相
と
は
言
い
切
れ

な
い
こ
と
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
諸
法
と
實
相
と
の
關
係
に
お
い
て
、

諸
法
が
實
相
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
實
相
が
諸
法
で
あ
る
と
い
う

の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
單
な
る
形
式
の
問
題
で
あ
る
が
、

こ
の
言
い
換
え
に
對
す
る
意
識
は
「
諸
惡
莫
作
」
卷
の
次
の
記
述
か
ら

も
窺
え
る
。

衆
善
、
こ
れ
因
緣
生
・
因
緣
滅
に
あ
ら
ず
。
衆
善
は
諸
法
な
り
と

い
ふ
と
も
、
諸
法
は
衆
善
に
あ
ら
ず
。
因
緣
と
生
滅
と
衆
善
と
、
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お
な
じ
く
頭
正
あ
れ
ば
尾
正
あ
り
。
衆
善
は
奉
行
な
り
と
い
へ
ど

も
、
自
に
あ
ら
ず
、
自
に
し
ら
れ
ず
、
他
に
あ
ら
ず
、
他
に
し
ら

れ
ず
。
…
…
衆
善
、
有
・
無
・
色
・
空
等
に
あ
ら
ず
、
た
だ
奉
行

な
る
の
み
な
り
。
い
づ
れ
の
と
こ
ろ
の
現
成
、
い
づ
れ
の
時
の
現

成
も
、
か
な
ら
ず
奉
行
な
り
。
こ
の
奉
行
に
、
か
な
ら
ず
衆
善
の

現
成
あ
り
。
奉
行
の
現
成
、
こ
れ
公
案
な
り
と
い
ふ
と
も
、
生
滅

に
あ
ら
ず
、
因
緣
に
あ
ら
ず
。
奉
行
の
入
・
住
・
出
等
も
、
又
か

く
の
ご
と
し
。
衆
善
の
な
か
の
一
善
、
す
で
に
奉
行
す
る
と
こ
ろ

に
、
盡
法
・
全
身
・
眞
實
地
等
、
と
も
に
奉
行
せ
ら
る
る
な
り（

（2
（

。

　

す
な
わ
ち
、
衆
善
が
諸
法
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
諸
法
は
衆
善
で
は

な
く
、
各
々
の
峻
別
が
强
調
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
衆
善
た
る
奉
行

の
現
成
が
實
相
と
同
等
と
み
な
さ
れ
る
公
案
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
實
相
が
諸
法
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
諸
法
が
實
相
で
は
な
い

と
言
い
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
案
と
實
相
の
語
句

の
違
い
が
あ
る
こ
と
や
各
別
を
强
調
す
る
た
め
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
こ
の
記
述
を
も
っ
て
諸
法
は
實
相
で
は
な
い
と
言
い
切

る
こ
と
は
拙
速
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
實
相
が
諸
法
で
あ
る
か

ら
、諸
法
は
實
相
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。「
諸
法
實
相
」

卷
の
內
容
に
論
を
戾
す
と
、
以
下
の
如
く
、
撰
述
意
圖
が
窺
え
る
主
張

が
み
え
る
。

此
菩
薩
と
彼
菩
薩
と
、
二
人
に
あ
ら
ず
、
自
・
他
に
あ
ら
ず
、

過
・
現
・
當
來
箇
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
作
佛
は
行
菩
薩
衟
の
法
儀

な
り
。
初
發
心
に
成
佛
し
、
妙
覺
地
に
成
佛
す
。
無
量
百
千
滿
億

度
作
佛
せ
る
菩
薩
あ
る
。
作
佛
よ
り
の
ち
は
、
行
を
廢
し
て
さ
ら

に
所
作
あ
る
べ
か
ら
ず
、
と
い
ふ
は
、
い
ま
だ
佛
祖
の
衟
を
し
ら

ざ
る
凡
夫
な
り（

（2
（

。

　

こ
こ
で
は
、
菩
薩
を
論
據
と
し
て
、
た
と
え
作
佛
に
至
っ
た
と
し
て

も
、
不
斷
の
修
行
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
を
說
く
。
更
に
、
實
相
の
重
要

性
を
認
識
し
な
い
修
行
者
に
對
し
、
次
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
す
る
。

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
四
十
佛
・
四
十
祖
の
無
上
菩
提
、
み
な

此
經
に
屬
せ
り
、
屬
此
經
な
り
、
此
經
屬
な
り
。
…
…
開
方
便

門
、
示
眞
實
相
な
り
。
し
か
あ
る
を
、
近
來
大
宋
國
杜
撰
の
と
も

が
ら
、
落
處
を
し
ら
ず
、
寶
所
を
み
ず
、
實
相
の
言
を
虛
說
の
ご

と
く
し
、
さ
ら
に
老
子
莊
子
の
言
句
を
學
す
。
こ
れ
を
も
て
、
佛

祖
の
大
衟
に
一
齊
な
り
、
と
い
ふ
。
…
…
か
く
の
ご
と
く
の
と
も

が
ら
、
二
乘
・
外
衟
の
種
子
な
り
。
し
か
の
ご
と
き
の
種
類
は
、

實
相
の
あ
る
べ
し
と
だ
に
も
し
ら
ず
し
て
、
す
で
に
二
三
百
年
を

へ
た
り（

（2
（

。

　

右
記
の
よ
う
に
、
實
相
の
言
葉
を
談
ぜ
ず
、
三
敎
一
致
說
を
唱
え
る

近
年
の
宋
國
の
禪
師
を
杜
撰
の
と
も
が
ら
と
し
て
批
判
す
る
。
こ
の
批
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判
の
對
𧰼
は
次
の
表
記
か
ら
よ
り
明
確
に
な
る
。

こ
れ
は
、
應
庵
老
人
盡
力
衟
得
底
句
な
り
。
こ
れ
た
だ
影
を
お
ふ

て
、
休
歇
を（

（2
（

し
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
…
…
應
庵
、
な
ほ
か
く
の
ご

と
し
。
い
ま
現
在
せ
る
諸
山
の
長
老
の
な
か
に
、
應
庵
の
ご
と
く

な
る
も
の
を
も
と
め
ん
に
、
歷
劫
に
も
あ
ふ
べ
か
ら
ず
。
ま
な
こ

は
、
う
げ
な
ん
と
す
と
も
、
應
庵
と
ひ
と
し
き
長
老
を
ば
、
み
る

べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
ち
か
く
の
人
は
、
お
ほ
く
應
庵
を
ゆ
る
す
、

し
か
あ
れ
ど
も
、
應
庵
に
佛
法
お
よ
べ
り
、
と
ゆ
る
し
が
た
し
。

た
だ
叢
席
の
晩
進
な
り
、
尋
常
な
り
と
い
ふ
べ
し
。
ゆ
え
は
い
か

ん
。
應
庵
は
、
人
を
し
り
ぬ
べ
き
氣
力
あ
る
ゆ
え
な
り
。
い
ま
あ

る
と
も
が
ら
は
、
人
を
し
る
べ
か
ら
ず
、
み
づ
か
ら
を
し
ら
ざ
る

が
ゆ
え
に
。
應
庵
は
、
未
逹
な
り
と
い
へ
ど
も
、
學
衟
あ
り
、
い

ま
の
長
老
等
は
、
學
衟
あ
ら
ず（

（3
（

。

　

應
庵
老
人
と
は
應
庵
曇
華（

（3
（

（
一
一
〇
三
～
一
一
六
三
）
を
指
す
。
臨
濟

下
を
代
表
す
る
禪
師
の
句
に
一
定
の
評
價
を
與
え
な
が
ら
も
、
不
十
分

で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
。
應
庵
に
つ
い
て
、
人
を
知
る
氣
力
が
あ

り
、
學
衟
が
あ
る
點
を
評
價
す
る
一
方
、
應
庵
は
佛
法
に
未
逹
で
あ
る

と
し
、
人
も
自
ら
も
知
ら
ず
、
學
衟
も
な
い
、
應
庵
に
も
乁
ば
な
い
現

在
の
宋
國
の
禪
師
批
判
へ
と
話
し
を
繫
げ
る
。
臨
濟
の
法
系
に
屬
す
る

榮
逹
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
で
、
宋
國
の
臨
濟
系
の
禪
者
に
對
す
る

批
判
も
窺
わ
れ
る
。
續
い
て
、
衟
元
自
身
の
師
で
あ
る
天
童
如
淨
（
一

一
六
三
～
一
二
二
八
）
へ
の
記
述
か
ら
、
正
法
の
傳
燈
者
と
し
て
の
衟
元

の
意
志
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
師
天
童
古
佛
、
あ
る
夜
閒
に
方
丈
に
し
て
普
說
す
る
に
い
は

く
、
天
童
今
夜
有
二
牛
兒
一、
黃
面
瞿
曇
拈
二
實
相
一、
要
レ
買
那
堪
二

無
定
價
一、
一
聲
杜
宇
孤
雲
上
。

か
く
の
ご
と
く
あ
れ
ば
、
尊
宿
の
、
佛
衟
に
長
ぜ
る
は
、
實
相
を

い
ふ
。
佛
法
を
し
ら
ず
、
佛
衟
の
參
學
な
き
は
、
實
相
を
い
は
ざ

る
な
り
。
…
…
こ
の
入
室
の
儀
は
、
諸
法
に
い
ま
だ
あ
ら
ず
、
た

だ
先
師
天
童
古
佛
の
み
、
こ
の
儀
を
儀
せ
り
。
…
…
の
こ
れ
る
人

は
、
た
だ
も
と
の
ご
と
く
た
て
れ
ば
、
入
室
す
る
人
の
威
儀
・
進

止
、
な
ら
び
に
堂
頭
和
尙
の
容
儀
、
お
よ
び
入
室
話
、
と
も
に
み

な
見
聞
す
る
な
り
。
こ
の
儀
、
い
ま
だ
他
那
裏
の
諸
方
に
あ
ら

ず
、
他
長
老
は
儀
不
得
な
る
べ
し
。
他
時
の
入
室
に
は
、
人
よ
り

は
さ
き
に
入
室
せ
ん
と
す
。
こ
の
入
室
に
は
、
ひ
と
よ
り
も
の
ち

に
入
室
せ
ん
と
す
。
こ
の
人
心
衟
別
、
わ
す
れ
ざ
る
べ
し
。
そ
れ

よ
り
こ
の
か
た
、
日
本
寬
元
元
年
癸
卯
に
い
た
る
に
、
始
終
一
十

八
年
、
す
み
や
か
に
風
光
の
な
か
に
す
ぎ
ぬ
。
天
童
よ
り
こ
の
や

ま
に
い
た
る
に
、
い
く
そ
ば
く
の
山
水
と
お
ぼ
え
ざ
れ
ど
も
、
美

言
奇
句
の
實
相
な
る
、
身
心
骨
髓
に
銘
し
き
た
れ
り
。
か
の
と
き
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の
普
說
入
室
は
、
衆
家
お
ほ
く
わ
す
れ
が
た
し
と
お
も
へ
り（

（3
（

。

　

右
記
の
ご
と
く
實
相
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
、
佛
衟
に
お
い
て
の

優
劣
の
基
準
と
な
る
。
ま
た
、
師
で
あ
る
如
淨
が
住
し
た
天
童
山
で

の
、
後
に
入
室
し
た
く
な
る
よ
う
な
入
室
の
儀
を
思
慕
し
、
稱
揚
す

る
。
ま
た
、
美
言
奇
句
が
實
相
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
美
言
奇
句
に
關

し
て
、
玄
沙
師
備
（
八
三
五
～
九
〇
八
）
の
話
を
擧
げ
る
。

玄
沙
院
宗
一
大
師
、
參
次
聞
二
燕
子
聲
一
曰
。
深
談
二
實
相
一、
善
說

二
法
要
一。
下
座
。
尋
後
有
レ
僧
請
益
曰
。
某
甲
不
レ
會
。
師
云
。

去
、
無
二
人
信
一レ
汝（

（3
（

。

い
は
ゆ
る
、
深
談
實
相
と
い
ふ
は
、
燕
子
ひ
と
り
實
相
を
深
談
す

る
と
、
玄
沙
の
衟
き
き
ぬ
べ
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
し
か
に
は
あ

ら
ざ
る
な
り
。
參
次
に
聞
燕
子
聲
あ
り
、
燕
子
の
、
實
相
を
深
談

す
る
に
あ
ら
ず
、
玄
沙
の
、
實
相
を
深
談
す
る
に
あ
ら
ず
。
兩
頭

に
わ
た
ら
ざ
れ
ど
も
、
正
當
恁
麼（

（3
（

、
す
な
は
ち
深
談
實
相
な
り
。

し
ば
ら
く
こ
の
一
段
の
因
緣
を
參
究
す
べ
し
。
參
次
あ
り
、
聞
燕

子
聲
あ
り
、
深
談
實
相
、
善
說
法
要
の
衟
取
あ
り
、
下
座
あ
り
、

尋
後
有
僧
請
益
曰
某
甲
不
會
あ
り
、
師
云
去
無
人
信
汝
あ
り
。
某

甲
不
會
、
か
な
ら
ず
し
も
請
益
實
相
な
る
べ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
こ

れ
佛
祖
の
命
脉
な
り
、
正
法
眼
藏
の
骨
髓
な
り
。
し
る
べ
し
、
こ

の
僧
、
た
と
ひ
請
益
し
て
某
甲
會
得
と
衟
取
す
と
も
、
某
甲
說
得

と
衟
取
す
と
も
、
玄
沙
は
、
か
な
ら
ず
去
無
人
信
汝
と
爲
衟
す
べ

き
な
り
。
會
せ
る
を
不
會
と
請
益
す
る
ゆ
え
に
、
去
無
人
信
汝
と

い
ふ
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り（

（3
（

。

　

こ
こ
の
玄
沙
の
言
葉
は
、
說
法
の
時
に
燕
の
聲
が
聞
こ
え
た
か
ら
、

燕
が
實
相
を
深
く
談
じ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
通
常
の
理
解
で
あ

る（
（3
（

。
し
か
し
、
衟
元
の
理
解
は
、
燕
が
實
相
を
深
く
談
じ
た
の
で
も
な

く
、
玄
沙
が
實
相
を
深
く
談
じ
た
の
で
も
な
く
、
正
當
恁
麼
が
深
談
實

相
で
あ
る
。
こ
の
正
當
恁
麼
は
參
次
に
聞
燕
子
聲
が
あ
る
ま
さ
に
そ
の

時
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
參
次
、
燕
の
聲

を
聞
く
こ
と
、
深
談
實
相
や
善
說
法
要
と
言
う
こ
と
、
下
座
す
る
こ

と
、
僧
が
不
會
と
請
益
す
る
こ
と
、
玄
沙
が
去
無
人
信
汝
と
言
う
こ
と

の
よ
う
に
、
說
法
上
の
言
葉
を
一
々
擧
げ
る
。
こ
の
中
、
參
次
は
小
參

の
時
を
表
し
、
そ
れ
以
外
は
行
爲
を
擧
げ
て
い
る
。
こ
の
僧
の
不
會
は

請
益
の
必
要
性
を
伴
わ
な
い
が
、
佛
祖
の
命
脉
、
正
法
眼
藏
の
骨
髓
で

あ
る
。
ま
た
僧
の
會
・
不
會
の
請
益
に
拘
わ
ら
ず
、
玄
沙
の
返
答
は
必

ず
去
無
人
信
汝
で
あ
る
。『
聞
解
』で
は
次
の
よ
う
に
解
說
し
て
い
る
。

參
次
聞
…
…
參
の
お
り
か
ら
燕
子
の
啼
聞
あ
り
、
そ
れ
を
聞
く
な

れ
ば
向
う
の
燕
子
の
實
相
を
深
談
す
る
に
は
、
あ
ら
ず
と
境
を
は

ら
っ
た
。
と
云
う
て
又
實
相
を
說
く
と
い
わ
れ
た
玄
沙
の
方
で
談

ず
る
に
も
非
ず
と
、
人
を
拂
う
た
、
兩
頭
の
人
境
に
涉
ら
ざ
れ
ど
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も
正
當
恁
麼
深
談
實
相
な
り
、
誰
聞
く
誰
說
く
、
こ
こ
が
大
切
な

處
。
參
次
あ
り
…
…
人
境
に
あ
ら
ね
ど
も
、
因
緣
時
節
寂
然
照
著

な
る
、
實
相
の
衟
理
で
參
次
あ
り
、
聞
燕
子
あ
り
、
已
下
去
無
二

人
信
一レ
汝
あ
る
ま
で
、
諸
法
皆
是
因
緣
生
で
上
に
云
う
處
一
一
皆

實
相
な
り
。
こ
の
僧
の
不
會
と
云
う
は
玄
沙
に
實
相
義
を
請
益
す

る
で
は
無
け
れ
ど
も
、
こ
の
不
會
は
佛
祖
の
血
脉
正
法
眼
藏
皮
肉

骨
髓
の
正
傳
な
り
。
此
僧
た
と
い
玄
沙
に
請
益
し
て
會
得
し
說
明

す
る
衟
取
と
も
、
玄
沙
の
法
で
は
去
無
二
人
信
一レ
汝
な
り
、
こ
の

實
相
の
處
に
は
能
人
の
人
も
無
く
所
信
の
汝
も
無
い
と
云
う
が
、

玄
沙
の
本
意
な
り
。
諸
法
實
相
は
會
す
べ
き
も
の
を
不
會
な
る
故

に
人
が
汝
を
信
ぜ
ま
い
と
云
う
こ
と
で
な
し（

（3
（

。

　

右
記
で
は
、
主
客
の
區
別
を
拂
う
た
め
に
燕
の
聲
が
實
相
と
は
い
わ

ず
、
話
中
の
出
來
事
全
て
が
實
相
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
人
境
を

拂
っ
た
と
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
聞
燕
子
聲
と
人
の
行
爲
を
深

談
實
相
と
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
佛
祖
の

命
脉
に
關
す
る
天
桂
傳
尊
（
一
六
四
八
～
一
七
三
五
）
の
『
正
法
眼
藏
辨

註
』
を
參
照
す
る
と
よ
り
意
が
明
瞭
に
な
る
。

辨
曰
、
佛
祖
の
命
脉
正
直
の
通
處
何
處
に
あ
る
や
、
你
が
自
己
開

佛
知
見
の
日
な
り
、
是
猫
の
日
か
鼪
の
日
か
、
此
樣
子
を
勘
破
す

る
を
公
案
に
參
ず
る
と
云
う
、
丸
呑
に
す
る
こ
と
勿
れ（

（3
（

。

　

す
な
わ
ち
、
自
己
を
起
點
に
實
相
を
參
學
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
燕
の
聲
で
は
な
く
、
聞
燕
子
聲
が
あ
る
正
當
恁
麼
が
實
相
で
あ

る
。
ま
た
不
會
に
關
し
て
『
密
語
』
卷
の
記
述
を
見
る
と
、
不
會
得
と

は
異
な
る
意
を
含
み
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

大
師
ち
な
み
に
尙
書
に
し
め
す
に
い
は
く
、
汝
若
不
會
世
尊
密

語
、
汝
若
會
迦
葉
不
覆
藏
。
い
ま
の
衟
取
、
か
な
ら
ず
多
劫
の
辦

衟
功
夫
を
立
志
す
べ
し
。
な
ん
ぢ
も
し
不
會
な
る
は
世
尊
の
密
語

な
り
、
と
い
ふ
、
い
ま
の
茫
然
と
あ
る
を
不
會
と
い
ふ
に
あ
ら

ず
、
不
知
を
不
會
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
な
ん
ぢ
も
し
不
會
、
と
い

ふ
衟
理
、
し
づ
か
に
參
學
す
べ
き
處
分
を
聽
許
す
る
な
り
。
功
夫

辦
衟
す
べ
し（

（3
（

。

　

右
記
を
參
照
す
る
と
、
參
學
や
功
夫
辦
衟
と
い
う
意
で
不
會
が
定
義

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
參
學
や
功
夫
辦
衟
す
る
と
き
が
佛
祖
の
命
脉
の
正

直
に
通
ず
る
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、「
諸
法
實
相
」
卷
は

次
の
記
述
で
締
め
ら
れ
る
。

ま
こ
と
に
、
こ
の
僧
に
あ
ら
ざ
ら
ん
張
三
・
李
四
な
り
と
も
、
諸

法
實
相
な
り
と
も
、
佛
祖
の
命
脉
の
正
直
に
通
ず
る
時
處
に
は
、

實
相
の
參
學
、
か
く
の
ご
と
く
現
成
す
る
な
り
。
靑
原
の
會
下

に
、
こ
れ
す
で
に
現
成
せ
り
。
し
る
べ
し
、
實
相
は
嫡
嫡
相
承
の

正
脉
な
り
、
諸
法
は
究
盡
參
究
の
唯
佛
與
佛
な
り
、
唯
佛
與
佛
は
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如
是
相
好
な
り（

（4
（

。

　

右
の
末
尾
の
一
文
は
、
冐
頭
の
表
現
と
同
じ
く
、
實
相
か
ら
定
義
づ

け
ら
れ
、
次
に
諸
法
が
意
味
付
け
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
實
相
と
諸
法

の
關
係
を
述
べ
た
後
、
唯
佛
與
佛
に
つ
い
て
も
言
乁
す
る
。
こ
の
末
尾

の
記
述
の
直
前
に
、
あ
り
ふ
れ
た
人
で
あ
っ
て
も
、
諸
法
實
相
で
あ
っ

て
も
、
佛
祖
の
命
脉
に
通
ず
れ
ば
、
實
相
の
參
學
が
現
成
す
る
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
不
會
を
佛
祖
の
命
脉
、
正
法
眼
藏
の
骨
髓
と
し
た
こ
と

に
通
ず
る
。
加
え
て
靑
原
行
思
（
？
～
七
四
〇
）
の
門
下
が
優
れ
て
い

る
こ
と
を
强
調
す
る
。

　

以
上
よ
り
、「
諸
法
實
相
」
卷
を
槪
觀
し
た
が
、
本
論
で
引
用
さ
れ

て
い
な
い
部
分
に
も
諸
法
は
實
相
で
あ
る
と
は
一
度
も
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
諸
法
が
實
相
で
あ
る
こ
と
は
是
認
さ
れ
て
い
る
。
正

當
恁
麼
が
深
談
實
相
で
あ
る
こ
と
や
『
聞
解
』
の
記
述
か
ら
、「
諸
法

卽
實
相
、
實
相
卽
諸
法
」
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
但
し
、
あ
く

ま
で
正
當
恁
麼
は
深
談
實
相
で
あ
り
、
實
相
と
は
い
っ
て
い
な
い
。
加

え
て
、
作
佛
を
終
着
點
と
し
な
い
不
斷
の
修
行
の
必
要
性
を
主
張
し
、

佛
祖
の
命
脉
に
通
ず
る
に
は
參
學
や
功
夫
辦
衟
が
必
要
と
す
る
。
こ
こ

に
、
諸
法
が
實
相
で
あ
る
と
い
え
る
餘
地
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
諸

法
が
實
相
で
あ
る
と
明
言
す
る
こ
と
を
避
け
た
意
圖
が
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、「
諸
法
實
相
」
卷
の
撰
述
意
圖
に
絡
ん
で
、
諸
法
實
相
に
關

す
る
衟
得
の
重
要
性
を
强
調
す
る
。
こ
の
衟
得
を
基
準
に
、
近
來
宋
國

の
禪
者
を
批
判
し
、
衟
元
自
身
が
屬
す
る
靑
原
の
法
系
の
正
統
性
を
主

張
す
る
意
圖
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
衟
元
自
身
も
「
諸
法

實
相
」
卷
を
撰
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
法
の
傳
燈
者
と
し
て
の
自
負

が
看
取
さ
れ
る
。
諸
法
が
實
相
で
あ
る
と
の
明
言
を
避
け
た
こ
と
が
意

圖
的
で
あ
る
か
ど
う
か
、
加
え
て
、
こ
の
意
圖
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

四
「
山
水
經
」
卷

　

諸
法
の
具
體
例
と
み
な
し
得
る
山
水
に
つ
い
て
扱
っ
た
「
山
水
經
」

卷
の
內
容
か
ら
、
諸
法
と
實
相
の
關
係
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。
辻

口
氏
も
「
山
水
經
」
卷
を
用
い
て
論
を
進
め
て
い
る
。「
山
水
經
」
卷

の
冐
頭
は
次
の
記
述
か
ら
始
ま
る
。

而
今
の
山
水
は
、
古
佛
の
衟
現
成
な
り
。
と
も
に
法
位
に
住
し

て
、
究
盡
の
功
德
を
成
ぜ
り
。
空
劫
已
前
の
消
息
な
る
が
ゆ
え

に
、
而
今
の
活
計
な
り
。
朕
兆
未
萠
の
自
己
な
る
が
ゆ
え
に
、
現

成
の
透
脫
な
り
。
山
の
諸
功
德
、
高
廣
な
る
を
も
て
、
乘
雲
の
衟

德
、
か
な
ら
ず
山
よ
り
通
逹
す
。
順
風
の
妙
功
、
さ
だ
め
て
山
よ

り
透
脫
す
る
な
り（

（4
（

。
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こ
の
冐
頭
の
表
現
を
辻
口
氏
は
「
諸
法
實
相
」
卷
冐
頭
に
著
さ
れ
た

定
義
と
通
ず
る
と
す
る
。
而
今
の
山
水
は
、
山
・
水
と
も
に
法
位
に
住

し
、
空
劫
以
前
の
消
息
・
朕
兆
未
萠
の
自
己
、
而
今
の
活
計
・
現
成
の

透
脫（

（4
（

で
あ
る
。
ま
た
「
諸
法
實
相
」
卷
に
あ
る
諸
法
を
山
水
と
み
な
せ

ば
、
順
序
を
逆
に
辿
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
而
今
の
山
水
が

古
佛
の
衟
現
成
と
さ
れ
、「
諸
法
卽
實
相
」
と
い
え
る
。「
諸
法
實
相
」

卷
の
冐
頭
で
參
照
し
た
『
聞
解
』
で
は
、次
の
よ
う
に
解
說
し
て
い
る
。

而
今
の
山
水
は
…
…
今
の
安
住
不
動
の
こ
の
山
と
、
性
水
眞
空
の

こ
の
水
と
、
自
心
の
甚
大
久
遠
の
古
佛
の
大
衟
現
成
な
り
、
古
佛

の
大
衟
現
成
す
る
處
を
山
と
も
水
と
も
云
う
な
り
、
故
に
山
も
水

も
共
に
法
位
に
住
し
て
、
山
は
山
の
法
位
に
住
し
て
、
山
の
功
德

を
究
盡
し
て
居
る
、
山
と
云
う
時
は
、
山
ぎ
り
で
山
の
外
に
法
は

無
い
、
故
に
山
は
山
で
山
の
功
德
を
究
盡
し
て
居
る
、
水
も
其
通

り
な
り
。
…
…
山
の
諸
功
德
…
…
こ
の
空
劫
已
然
の
自
己
な
る
山

の
功
德
は
、
高
き
こ
と
は
三
世
に
聳
え
て
無
レ
上
、
橫
に
廣
き
こ

と
は
十
方
に
彌
淪
し
て
ひ
ろ
し
、
先
づ
高
い
方
か
ら
い
え
ば
乘
レ

雲
ニ
て
一
切
處
に
自
由
す
る
衟
の
功
德
あ
り
、
其
功
德
は
こ
の
不

動
の
山
よ
り
通
逹
す
る
な
り
、
雲
は
山
に
つ
い
て
云
、
白
雲
は
靑

山
に
つ
き
も
の
な
る
故
に（

（4
（

。

　

す
な
わ
ち
、
山
は
山
の
み
で
あ
り
、
山
の
法
の
み
と
な
り
、
山
の
功

德
を
究
盡
し
て
い
る
。
但
し
、
以
下
の
よ
う
に
、
目
に
見
え
る
も
の
を

そ
の
ま
ま
全
現
成
と
し
て
肯
定
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

た
と
ひ
草
木
・
土
石
・
牆
壁
の
現
成
す
る
眼
睛
あ
ら
ん
と
き
も
、

疑
著
に
あ
ら
ず
、
動
著
に
あ
ら
ず
、
全
現
成
に
あ
ら
ず
。
た
と
ひ

七
寶
莊
嚴
な
り
と
見
取
せ
ら
る
る
時
節
現
成
す
と
も
、
實
歸
に
あ

ら
ず
。
た
と
ひ
諸
佛
行
衟
の
境
界
と
見
現
成
あ
る
も
、
あ
な
が
ち

の
愛
處
に
あ
ら
ず
。
た
と
ひ
諸
佛
不
思
議
の
功
德
と
見
現
成
の
頂

を
う
と
も
、
如
實
こ
れ
の
み
に
あ
ら
ず
。
各
各
の
現
成
は
、
各

各
の
依
正
な
り
。
こ
れ
ら
を
佛
祖
の
衟
業
と
す
る
に
あ
ら
ず
、
一

偶
の
管
見
な
り
。
轉
境
轉
心
は
大
圣
の
所
呵
な
り
、
說
心
說
性
は

佛
祖
の
所
不
肯
な
り
。
見
心
見
性
は
外
衟
の
活
計
な
り
、
滯
言
滯

句
は
解
說
の
衟
著
に
あ
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く
の
境
界
を
透
脫
せ

る
あ
り
、
い
は
ゆ
る
靑
山
常
運
步（

（4
（

な
り
、
東
山
水
上
行（

（4
（

な
り
。
審

細
に
參
究
す
べ
し（

（4
（

。

　

右
記
の
如
く
、
草
木
や
土
石
や
牆
壁
も
現
成
す
る
が
全
現
成
で
は
な

い
。
た
と
え
諸
佛
行
衟
の
境
界
や
諸
佛
不
思
議
の
功
德
と
み
て
も
佛
祖

の
衟
業
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
視
野
の
狹
い
見
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
狹
い
視
野
を
透
體
脫
落
す
る
の
が
靑
山
常
運
步
で
あ
り
、
東
山
水
上

行
で
あ
る
。
こ
の
東
山
常
運
步
に
つ
い
て
は
冐
頭
部
分
の
定
義
の
後
、

次
の
よ
う
に
說
明
さ
れ
て
い
る
。



衟
元
の
諸
法
實
相
觀
（
米
野
）

（ 115 ）

山
は
、
そ
な
は
る
べ
き
功
德
の
虧
闕
す
る
こ
と
な
し
。
こ
の
ゆ
え

に
常
安
住
な
り
、
常
運
步
な
り
。
そ
の
運
步
の
功
德
、
ま
さ
に
審

細
に
參
學
す
べ
し
。
山
の
運
步
は
、
人
の
運
步
の
ご
と
く
な
る
べ

き
が
ゆ
え
に
、
人
閒
の
行
步
に
お
な
じ
く
み
え
ざ
れ
ば
と
て
、
山

の
運
步
を
う
た
が
ふ
こ
と
な
か
れ
。
…
…
も
し
山
の
運
步
を
疑
著

す
る
は
、
自
己
の
運
步
を
も
、
い
ま
だ
し
ら
ざ
る
な
り
。
自
己
の

運
步
な
き
に
は
あ
ら
ず
、
自
己
の
運
步
い
ま
だ
し
ら
れ
ざ
る
な

り
、
あ
き
ら
め
ざ
る
な
り
。
自
己
の
運
步
を
し
ら
ん
が
ご
と
き
、

ま
さ
に
靑
山
の
運
步
を
も
し
る
べ
き
な
り（

（4
（

。

　

す
な
わ
ち
、
自
己
の
運
步
に
つ
い
て
明
ら
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。
自
己
の
運
步
を
知
る
よ
う
な
者
は
靑
山
の
運
步
を
も
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
あ
る
か
ら
、
山
水
に
つ
い
て
草
木
・
土
石
・
牆
壁
や
諸
佛
の

行
衟
の
境
界
、
不
思
議
の
功
德
と
見
て
も
、
一
偶
の
管
見
で
あ
り
、
自

己
へ
の
參
究
が
不
可
缺
な
條
件
と
し
て
要
請
さ
れ
る
。
加
え
て
、「
諸

法
實
相
」
卷
と
同
じ
く
、
宋
國
の
禪
師
へ
の
批
判
が
展
開
さ
れ
る
。

い
ま
現
在
大
宋
國
に
、
杜
撰
の
や
か
ら
一
類
あ
り
、
い
ま
は
群
を

な
せ
り
。
小
實
の
擊
不
能
な
る
と
こ
ろ
な
り
。
か
れ
ら
い
は
く
、

い
ま
の
東
山
水
上
行
話
、
お
よ
び
南
泉
の
鎌
子
話（

（4
（

ご
と
き
は
、
無

理
會
話
な
り
。
そ
の
意
旨
は
、
も
ろ
も
ろ
の
念
慮
に
か
か
は
れ
る

語
話
は
佛
祖
の
禪
話
に
あ
ら
ず
、
無
理
會
話
、
こ
れ
佛
祖
の
語
話

な
り
。
…
…
先
德
の
方
便
、
お
ほ
く
葛
籘
斷
句
を
も
ち
い
る
と
い

ふ
は
、
無
理
會
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
い
ふ
や
か
ら
、
か
つ
て
い

ま
だ
正
師
を
み
ず
、
參
學
眼
な
し
。
い
ふ
に
た
ら
ざ
る
小
獃
子
な

り
。
…
…
あ
は
れ
む
べ
し
、
か
れ
ら
、
念
慮
の
、
語
句
な
る
こ
と

を
し
ら
ず
、
語
句
の
、
念
慮
を
透
脫
す
る
こ
と
を
し
ら
ず
。
…
…

天
眞
の
師
範
な
し
と
い
へ
ど
も
、
自
然
の
外
衟
兒
な
り（

（4
（

。

　

こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
批
判
は
、「
諸
法
實
相
」
卷
が
三
敎
一
致
說
へ

の
批
判
で
あ
る
の
に
對
し
大
慧
宋
杲（

（5
（

（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
に
代
表

さ
れ
る
、
看
話
禪
へ
の
批
判
で
あ
る
。
特
に
公
案
に
對
し
理
解
の
乁
ば

な
い
も
の
と
み
な
す
態
度
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
批
判
の
中
で
、

理
解
の
乁
ば
な
い
公
案
と
み
な
さ
れ
る
東
山
水
上
行
に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
說
明
さ
れ
る
。

し
る
べ
し
、
こ
の
東
山
水
行
上
は
、
佛
祖
の
骨
髓
な
り
。
諸
水
は

東
山
の
脚
下
に
現
成
せ
り
。
こ
の
ゆ
え
に
、
諸
山
、
く
も
に
の

り
、
天
を
あ
ゆ
む
。
諸
水
の
頂

は
諸
山
な
り
。
向
上
・
直
下
の

行
步
、
と
も
に
水
上
な
り
。
諸
山
の
脚
尖
、
よ
く
諸
水
を
行
步

し
、
諸
水
を
趯
出
せ
し
む
る
ゆ
え
に
、
運
步
七
縱
八
橫
な
り
、
修

證
卽
不
レ
無（

（5
（

な
り
。
…
…
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
現
成
所
有
の

功
德
を
あ
や
し
む
こ
と
あ
た
は
ず
、
し
ば
ら
く
十
方
の
水
を
十
方

に
し
て
著
眼
看
す
べ
き
時
節
を
參
學
す
べ
し
。
人
天
の
、
水
を
み
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る
と
き
の
み
の
參
學
に
あ
ら
ず
、
水
の
、
水
を
み
る
參
學
あ
り
。

水
の
、
水
を
修
證
す
る
が
ゆ
え
に
、
水
の
、
水
を
衟
著
す
る
參
究

あ
り
。
自
己
の
、
自
己
に
相
逢
す
る
通
路
を
現
成
せ
し
む
べ
し
、

他
己
の
、
他
己
を
參
徹
す
る
活
路
を
進
退
す
べ
し
、
跳
出
す
べ

し
。
お
ほ
よ
そ
山
水
を
み
る
こ
と
、
種
類
に
し
た
が
ひ
て
不
同
あ

り
。
…
…
す
で
に
隨
類
の
所
見
不
同（

（5
（

な
り
、
し
ば
ら
く
こ
れ
を
疑

著
す
べ
し
。
…
…
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
修
證
辦
衟
も
一
般
・

兩
般
な
る
べ
か
ら
ず
、
究
竟
の
境
界
も
千
種
萬
般
な
る
べ
き
な

り
。
さ
ら
に
こ
の
宗
旨
を
憶
想
す
る
に
、
諸
類
の
水
た
と
ひ
お
ほ

し
と
い
へ
ど
も
、
本
水
な
き
が
ご
と
し
、
諸
類
の
水
な
き
が
ご
と

し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
隨
類
の
諸
水
、
そ
れ
心
に
よ
ら
ず
、
身
に

よ
ら
ず
、
業
よ
り
生
ぜ
ず
。
依
自
に
あ
ら
ず
、
依
他
に
あ
ら
ず
、

依
水
の
透
脫
あ
り（

（5
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
諸
水
は
東
山
の
脚
下
に
あ
る
か
ら
、
諸
水
の
上
は

諸
山
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
山
の
向
上
・
直
下
の
行
步
は
水
の
上
で
の

行
步
で
あ
る
。
現
成
に
あ
る
所
の
功
德
を
怪
し
む
こ
と
は
で
き
ず
、
十

方
の
水
を
十
方
の
水
と
し
て
眼
を
つ
け
る
時
節
を
參
學
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

ま
た
、
そ
れ
は
人
天
が
水
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
水
が
水
を
見
る
參

學
も
あ
る
。
こ
の
水
が
水
を
い
う
參
究
が
あ
る
か
ら
、
自
己
が
自
己
に

相
逢
す
る
通
路
を
現
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
修
證
・
辦
衟
も
究

竟
の
境
界
も
多
種
あ
る
が
、
水
は
水
に
よ
っ
て
透
體
脫
落
す
る
。
す
な

わ
ち
、
諸
法
實
相
と
す
る
時
、
諸
法
が
諸
法
と
し
て
眼
を
つ
け
、
諸
法

の
脫
落
は
諸
法
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

一
滴
の
な
か
に
も
、
無
量
の
佛
國
土
現
成
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、

佛
土
の
な
か
に
水
あ
る
に
あ
ら
ず
、
水
裏
に
佛
土
あ
る
に
あ
ら

ず
。
水
の
所
在
、
す
で
に
三
際
に
か
か
は
れ
ず
、
法
界
に
か
か
は

れ
ず
。
し
か
も
か
く
の
ご
と
く
な
り
と
い
へ
ど
も
、
水
現
成
の
公

案
な
り
。
佛
祖
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
、
水
か
な
ら
ず
い
た
る
。

水
の
い
た
る
と
こ
ろ
、
佛
祖
か
な
ら
ず
現
成
す
る
な
り
。
こ
れ
に

よ
り
て
、
佛
祖
か
な
ら
ず
水
を
拈
じ
て
身
心
と
し
、
思
量
と
せ

り（
（5
（

。

　

右
で
は
、
一
滴
の
水
の
な
か
に
も
無
量
の
佛
國
土
が
現
成
し
、
水
の

所
在
は
時
閒
や
空
閒
に
拘
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
水
が
公
案
で
あ
る
。

公
案
で
あ
る
な
ら
ば
、
參
究
の
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
、
水
と
佛
祖
は

不
可
分
の
關
係
で
あ
る
。
ま
た
、
山
に
關
し
て
も
同
樣
に
說
か
れ
る
。

山
は
、
超
古
超
今
よ
り
大
圣
の
所
居
な
り
。
賢
人
・
圣
人
、
と
も

に
山
を
堂
奧
と
せ
り
、
山
を
身
心
と
せ
り
。
賢
人
・
圣
人
に
よ
り

て
、
山
は
現
成
せ
る
な
り
。
お
ほ
よ
そ
、
山
は
、
い
く
そ
ば
く
の



衟
元
の
諸
法
實
相
觀
（
米
野
）

（ 117 ）

大
圣
・
大
賢
い
り
あ
つ
ま
れ
る
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
れ
ど
も
、
山
は
、

い
り
ぬ
る
よ
り
こ
の
か
た
は
、
一
人
に
あ
ふ
一
人
も
な
き
な
り
、

た
だ
山
の
活
計
の
現
成
す
る
の
み
な
り
。
さ
ら
に
い
り
き
た
り
つ

る
蹤
跡
、
な
ほ
の
こ
ら
ず
。
世
閒
に
て
山
を
の
ぞ
む
時
節
と
、
山

中
に
て
山
に
あ
ふ
時
節
と
、
頂

・
眼
睛
、
は
る
か
に
こ
と
な

り
。
…
…
し
か
あ
れ
ば
、
山
流
の
句
を
佛
祖
に
學
す
べ
し
、
驚
疑

に
ま
か
す
べ
か
ら
ず
。
拈
一
は
こ
れ
流
な
り
、
拈
一
こ
れ
不
流
な

り
。
一
囘
は
流
な
り
、
一
囘
は
不
流
な
り
。
こ
の
參
究
な
き
が
ご

と
き
は
、
如
來
正
法
輪
に
あ
ら
ず（

（5
（

。

　

山
に
關
し
て
も
賢
人
・
圣
人
と
不
可
分
の
關
係
で
あ
る
。
た
だ
し
、

賢
人
・
圣
人
が
山
中
に
て
山
に
相
逢
す
る
時
節
と
世
閒
で
山
を
の
ぞ
む

時
節
は
大
き
く
異
な
る
。
加
え
て
、
一
囘
拈
ず
れ
ば
流
で
、
一
囘
拈
ず

れ
ば
不
流
で
あ
る
と
い
っ
た
參
究
が
必
要
で
あ
り
、
山
も
公
案
で
あ

る
。
ま
た
、
山
水
の
み
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
對
す
る
公
案
と

し
て
の
參
究
の
要
請
が
示
唆
さ
れ
る
。

世
界
に
水
あ
り
と
い
ふ
の
み
に
あ
ら
ず
、
水
界
に
世
界
あ
り
。
水

中
の
、
か
く
の
ご
と
く
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
雲
中
に
も
有
情
世

界
あ
り
、
風
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
火
中
に
も
有
情
世
界
あ

り
、
地
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
法
界
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、

一
莖
草
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
一
拄
杖
中
に
も
有
情
世
界
あ

り
。
有
情
世
界
あ
る
が
ご
と
き
は
、
そ
の
と
こ
ろ
、
か
な
ら
ず
佛

祖
世
界
あ
り（

（5
（

。

　

右
記
で
は
山
水
ほ
ど
明
確
に
說
か
れ
て
い
な
い
が
、
必
ず
佛
祖
世
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
水
と
同
樣
に
參
究
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
を
諸
法
と
み
な
せ
ば
、
諸
法
へ
の
參
究
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、「
山
水
經
」
卷
の
最
後
は
次
の
よ
う
に
締
め
ら
れ
る
。

水
は
水
の
如
是
實
相
の
み
な
り
、
水
是
水
功
德
な
り
、
流
に
あ
ら

ず
。
一
水
の
流
を
參
究
し
、
不
流
を
參
究
す
る
に
、
萬
法
の
究

盡
、
た
ち
ま
ち
に
現
成
す
る
な
り
。
山
も
寶
に
か
く
る
る
山
あ

り
、
澤
に
か
く
る
る
山
あ
り
、
空
に
か
く
る
る
山
あ
り
、
山
に
か

く
る
る
山
あ
り
。
藏
に
藏
山
す
る
參
學
あ
り
。

古
佛
云
、
山
是
山
、
水
是
水（

（5
（

。

こ
の
衟
取
は
、
や
ま（

（5
（

、
こ
れ
や
ま
、
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
山
こ
れ

や
ま
、
と
い
ふ
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
や
ま
を
參
究
す
べ
し
。
山

を
參
窮
す
れ
ば
、
山
に
功
夫
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
、
山
水
お
の

づ
か
ら
、
賢
を
な
し
、
圣
を
な
す
な
り（

（5
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
水
が
水
の
如
是
實
相
だ
け
で
あ
り
、
水
は
水
の
功

德
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
水
の
實
相
と
は
水
の
功
德
と
も
い
え
る
。
水
を

一
々
拈
じ
、
水
の
流
・
不
流
と
い
っ
た
功
德
を
參
究
す
る
こ
と
が
水
の

實
相
を
明
ら
め
る
こ
と
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
諸
法
卽
實
相
」
と
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參
究
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
最
後
に
山
水
が
自
ず

か
ら
賢
人
・
圣
人
を
な
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
山
水
が
山
水
の
實
相
を

自
ず
か
ら
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
意
味
で
も
「
諸

法
卽
實
相
」
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
山
を
や
ま
と
假
名
で
表
現
す
る

こ
と
か
ら
、
一
定
の
配
慮
が
看
取
さ
れ
、
衟
元
が
諸
法
は
實
相
で
あ
る

と
の
斷
言
を
意
圖
的
に
避
け
た
と
も
い
え
る
。「
や
ま
、
こ
れ
や
ま
」

と
言
う
だ
け
で
は
、
常
見
の
山
と
な
る
。
山
を
參
究
し
、
そ
の
實
相
た

る
功
德
を
見
る
こ
と
を
「
山
こ
れ
や
ま
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、「
や
ま
、
こ
れ
や
ま
」
と
は
、
山
を
各
々
の
依
正
に
從
い
、
草

木
・
土
石
・
瓦
礫
や
諸
佛
行
衟
の
境
界
や
諸
佛
不
思
議
の
功
德
と
見
る

一
偶
の
管
見
で
あ
る
。
自
己
を
參
究
し
、
山
を
參
究
し
、
山
を
山
の
功

德
と
み
な
す
參
學
を
「
山
こ
れ
や
ま
」
と
衟
得
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

諸
法
に
つ
い
て
、「
山
水
經
」
卷
の
記
述
と
、『
碧
巖
錄
』
の
記
述
が
參

考
に
な
る
。
ま
ず
、「
山
水
經
」
卷
中
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

し
る
べ
し
、
解
脫
に
し
て
繫
縛
な
し
と
い
へ
ど
も
、
諸
法
住
位
せ

り
。
し
か
あ
る
に
、
人
閒
の
水
を
み
る
に
、
流
註
し
て
と
ど
ま
ら

ざ
る
と
み
る
一
途
あ
り
。
そ
の
流
に
多
般
あ
り
、
こ
れ
人
見
の
一

端
な
り（

（6
（

。

　

す
な
わ
ち
、諸
法
は
解
脫
で
あ
っ
て
も
法
位
に
住
す
る
。『
碧
巖
錄
』

卷
四
に
は
「
山
是
山
、
水
是
水
」
と
合
わ
せ
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

南
泉
小
睡
語
、
雪
竇
大
睡
語
。
雖
二
然
作
一レ
夢
作
二
得
箇
好
夢
一。
前

頭
說
二
一
體
一、
這
裏
說
二
不
同
一。
聞
見
覺
知
非
二
一
一
一、
山
河
不
レ

在
二
鏡
中
觀
一。
若
衟
下
在
二
鏡
中
觀
一、
然
後
方
曉
了
上
、
則
不
レ
離

二
鏡
處
一。
山
河
大
地
、
草
木
叢
林
。
莫
二
將
レ
鏡
鑑
一。
若
將
レ
鏡
鑑
、

便
爲
二
兩
段
一。
但
只
可
下
山
是
山
、
水
是
水
、
法
法
住
二
法
位
一、

世
閒
相
常
住
上（

（6
（

。

　

右
記
の
如
く
、「
山
是
山
、
水
是
水
」
は
法
位
に
住
す
る
こ
と
と
同

列
に
說
か
れ
る
。
こ
れ
は
冐
頭
で
而
今
の
山
水
が
法
位
に
住
す
る
と
あ

る
こ
と
か
ら
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
諸
法
が
實
相
で
あ
る
と

み
な
す
た
め
に
は
、
法
位
に
住
す
る
諸
法
の
功
德
を
參
究
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
可
能
と
な
る
。

　

以
上
、「
山
水
經
」
卷
の
內
容
か
ら
衟
元
の
諸
法
實
相
觀
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
た
。
山
水
に
代
表
さ
れ
る
諸
法
が
參
究
さ
れ
る
べ
き
公
案

と
さ
れ
、
佛
祖
と
不
可
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
諸
法
は
實
相
と

十
分
に
斷
言
で
き
る
。
ま
た
、
諸
法
が
法
位
に
常
に
安
住
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
公
案
を
無
理
會
話
と
み
な
す
禪
師
へ
の
批

判
が
展
開
さ
れ
た
の
も
、
諸
法
が
公
案
で
あ
る
と
み
な
し
得
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
後
に
「
山
こ
れ
や
ま
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
諸

法
は
實
相
で
あ
る
と
「
諸
法
實
相
」
卷
で
斷
言
し
て
い
な
い
こ
と
は
、

意
圖
的
な
も
の
と
い
え
る
。
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た
だ
山
を
み
て
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
を
見
る
こ
と
や
、
七
寶
莊
嚴
、

諸
佛
行
衟
の
境
界
、
七
寶
莊
嚴
と
看
取
し
て
も
、
各
各
の
依
正
に
よ
る

狹
い
視
野
に
よ
る
見
方
で
あ
る
か
ら
、
山
の
功
德
、
す
な
わ
ち
、
諸
法

の
實
相
を
見
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
加
え
て
、
山
の
運
步
を
知
る
た

め
に
は
、
自
己
の
運
步
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
諸
法
が
實

相
で
あ
る
と
看
破
す
る
た
め
に
は
、
自
己
を
明
ら
め
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
條
件
を
滿
た
し
、
山
を
見
る
と
き
、「
や
ま
、
こ

れ
や
ま
」
で
は
な
く
、「
山
こ
れ
や
ま
」
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
諸
法
が
實
相
で
あ
る
と
み
る
に
は
「
諸
法
こ
れ
し
ょ
ほ

う
」
と
參
究
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

五
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
衟
元
は
、
諸
法
は
實
相
で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
諸
法
實

相
に
つ
い
て
、
諸
法
は
實
相
で
あ
る
と
の
解
釋
は
、
特
徵
と
し
て
取
り

立
て
る
ほ
ど
の
解
釋
で
は
な
い
。
し
か
し
、
衟
元
は
「
諸
法
實
相
」
卷

を
撰
述
し
な
が
ら
、
諸
法
は
實
相
で
あ
る
と
は
明
言
し
て
い
な
い
。
諸

法
を
各
々
の
依
正
に
從
っ
て
、
單
純
に
見
る
だ
け
で
は
實
相
と
は
な
ら

な
い
。
公
案
と
し
て
の
諸
法
を
參
究
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
功
夫
辦

衟
が
佛
祖
の
命
脉
で
あ
る
。
諸
法
が
實
相
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
め
る
た

め
に
は
、
諸
法
の
功
德
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、「
山
こ
れ
や
ま
」

の
よ
う
に
、「
諸
法
こ
れ
し
ょ
ほ
う
」
と
言
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
爲
、
參
究
を
伴
わ
ず
、
無
條
件
に
諸
法
が
實
相
で
あ
る
と
の
理
解

を
避
け
る
た
め
に
、
斷
言
を
さ
け
た
と
推
察
で
き
る
。

　
「
山
水
經
」
卷
に
よ
っ
て
、
諸
法
と
實
相
の
關
係
は
說
示
さ
れ
て
い

る
。
示
衆
年
代（

（6
（

も
「
山
水
經
」
卷
が
先
で
あ
る
。
し
か
し
、「
諸
法
實

相
」
卷
は
撰
述
さ
れ
た
。
理
由
と
し
て
、
諸
法
を
單
純
に
見
て
實
相
と

斷
定
す
る
こ
と
へ
の
註
意
を
拂
う
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、「
山
水
經
」

と
共
通
す
る
。
加
え
て
、
公
案
た
る
諸
法
の
實
相
を
衟
得
す
る
こ
と
の

强
調
、
靑
原
の
法
系
の
稱
揚
や
如
淨
へ
の
思
慕
と
稱
揚
、
そ
れ
に
連
な

る
正
法
の
傳
燈
者
と
し
て
の
自
己
の
正
統
性
の
誇
示
が
撰
述
の
理
由
と

考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）　

衟
元
禪
師
の
諸
法
實
相
觀
―
特
に
「
諸
法
」
の
槪
念
に
つ
い
て
―
」

（
曹
洞
宗
宗
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
學
術
硏
究
大
會
紀
要
一
五
、
二
〇
一
四

年
）。

（
２
）　
「
正
法
眼
藏
に
於
け
る
實
相
に
つ
い
て
」（
宗
學
硏
究
二
五
、
一
九
八

三
年
）。

（
３
）　

こ
の
二
氏
の
ほ
か
に
田
中
現
詠
氏
に
よ
る
「
正
法
眼
藏
諸
法
實
相
の

考
察
」（
日
本
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
三
一
―
二
、
一
九
八
三
年
）
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
「
究
盡
」
の
考
察
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
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こ
で
も
諸
法
實
相
に
つ
い
て
諸
法
卽
實
相
と
定
義
さ
れ
る
。

（
４
）　

衟
全
二
・
三
六
〇
頁
～
三
六
一
頁
。

（
５
）　

河
村
孝
衟
氏
は
「
看
經
」
卷
の
「
佛
祖
の
屋
裏
に
承
當
あ
り
、
不
承

當
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
看
經
・
請
益
は
家
常
の
調
度
な
り
。」
の
說
明

で
「「
承
當
」
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
う
け
と
る
。
ぴ
っ
た
り
と
契
合

す
る
こ
と
。
會
・
不
會
と
同
異
。
全
經
卷
の
自
己
（
盡
有
一
切
）
と
し

て
契
當
し
て
い
る
が
故
に
能
所
（
主
客
）
を
超
え
て
徹
底
の
承
當
で
、

こ
の
時
、
承
當
を
も
脫
落
し
て
い
る
こ
と
を
不
承
當
と
い
う
。」（
衟
全

一
・
三
四
二
頁
）
と
註
し
て
い
る
。「
看
經
」
卷
以
外
に
も
『
正
法
眼

藏
』
に
散
見
す
る
。
正
法
眼
藏
の
序
文
と
い
わ
れ
る
「
辦
衟
話
」
の

「
又
し
る
べ
し
、
わ
れ
ら
は
、
も
と
よ
り
無
上
菩
提
か
け
た
る
に
あ
ら

ず
、
と
こ
し
な
へ
に
受
用
す
と
い
へ
ど
も
、
承
當
す
る
こ
と
を
え
ざ
る

ゆ
え
に
、
み
だ
り
に
知
見
を
お
こ
す
こ
と
を
な
ら
ひ
と
し
て
、
こ
れ
を

物
と
お
ふ
に
よ
り
て
、
大
衟
い
た
づ
ら
に
蹉
過
す
。」（
衟
全
二
・
四
六

八
頁
）
を
參
照
す
る
と
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。

（
６
）　

罣
礙
に
つ
い
て
、『
正
法
眼
藏
』
內
で
妨
げ
る
と
い
う
意
味
で
用
い

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
の
文
に
「
這
法
に
若
至
な
り
、

那
法
に
若
至
な
り
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
有
時
」
卷
に
「
到
は
到
に

罣
礙
せ
ら
れ
て
不
到
に
罣
礙
せ
ら
れ
ず
、
不
到
は
不
到
に
罣
礙
せ
ら
れ

て
到
に
罣
礙
せ
ら
れ
ず
。
意
は
意
を
さ
へ
、
意
を
み
る
。
句
は
句
を
さ

へ
、
句
を
み
る
。
礙
は
礙
を
さ
へ
、
礙
を
み
る
。」（
衟
全
一
・
二
四
五

頁
～
二
四
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
そ
れ
の
み
で
あ
る
と
い
う

意
で
使
わ
れ
る
。

（
７
）　

こ
の
語
は
『
龐
居
士
語
錄
』
卷
一
の
「
居
士
一
日
坐
次
、
問
二
靈
照
一

曰
。
古
人
衟
。
明
明
百
草
頭
、
明
明
祖
師
意
。
如
何
會
。
照
曰
。
老
老

大
大
、
作
二
這
箇
語
話
一。
士
曰
。
你
作
麼
生
。
照
曰
。
明
明
百
草
頭
、

明
明
祖
師
意
。
士
乃
笑
。」（
卍
續
藏
二
―
二
五
・
三
一
丁
・
右
下
）
と

の
所
謂
龐
居
士
明
明
た
る
祖
意
の
問
答
を
受
け
て
い
る
。
入
矢
義
高
監

修
、
古
賀
英
彥
編
著
『
禪
語
辭
典
』（
思
文
閣
、
一
九
九
一
年
）
で
「
百

草
頭
頭
上
祖
師
意
」
の
項
目
で
は
「
千
草
八
千
草
の
刄
先
の
す
べ
て

に
、
祖
師
が
傳
え
來
た
っ
た
禪
の
心
が
歷
々
と
生
き
て
い
る
。」（
三
九

四
頁
上
）
と
說
明
さ
れ
る
。

（
８
）　

衟
全
一
・
五
九
頁
～
七
四
頁
。

（
９
）　

衟
全
一
・
一
二
頁
。

（
10
）　

觀
自
在
菩
薩
の
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
は
、
渾
身
の
照
見
五
蘊
皆
空

な
り
。
五
蘊
は
色
・
受
・
想
・
行
・
識
な
り
、
五
枚
の
般
若
な
り
。
照

見
、
こ
れ
般
若
な
り
。
こ
の
宗
旨
の
開
演
現
成
す
る
に
い
は
く
、
色
卽

是
空
な
り
、
空
卽
是
色
な
り
。
色
是
色
な
り
、
空
卽
空
な
り
。
百
草
な

り
、
萬
𧰼
な
り
。
般
若
波
羅
蜜
十
二
枚
、
こ
れ
十
二
入
な
り
。
ま
た
十

八
枚
の
般
若
あ
り
、
眼
・
耳
・
舌
・
身
・
意
・
識
等
な
り
。
ま
た
四
枚

の
般
若
あ
り
、
苦
・
集
・
滅
・
衟
な
り
。
ま
た
六
枚
の
般
若
あ
り
、
布

施
・
淨
戒
・
安
忍
・
精
進
・
靜
慮
・
般
若
な
り
。
ま
た
一
枚
の
般
若
波

羅
蜜
、
而
今
現
成
せ
り
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
な
り
。
ま
た
般
若
波

羅
蜜
三
枚
あ
り
、
過
去
・
現
在
・
未
來
な
り
。
ま
た
般
若
六
枚
あ
り
、

地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
識
な
り
。
ま
た
四
枚
の
般
若
、
よ
の
つ
ね
に

お
こ
な
は
る
、
行
・
住
・
坐
・
臥
な
り
。（
衟
全
一
・
八
頁
）
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（
11
）　

衟
全
一
・
一
八
七
頁
。

（
12
）　

加
籘
宗
厚
編
『
正
法
眼
藏
要
語
索
引
』
卷
上
（
理
想
社
、
一
九
六
二

年
）、
一
一
六
七
頁
。
因
み
に
、『
永
平
廣
錄
』
に
も
悉
皆
解
脫
と
い
う

語
は
見
え
な
い
（
曹
洞
宗
宗
學
硏
究
所
編
『
永
平
廣
錄
語
彙
索
引
』
曹

洞
宗
宗
學
硏
究
所
、
一
九
九
七
年
、
二
二
九
頁
）。

（
13
）　
『
五
燈
會
元
』
卷
一 
（
卍
續
藏
二
乙
―
一
一
、 

一
八
丁
）。「
行
持
」
下

卷
（
衟
全
一
・
一
八
六
頁
）
で
は
最
初
の
迄
を
除
い
て
引
用
さ
れ
て
い

る
。

（
14
）　

流
傳
敎
化
の
こ
と
か
。

（
15
）　

衟
全
二
・
三
一
〇
頁
。

（
16
）　

衟
全
一
・
四
五
七
頁
。

（
17
）　
「
諸
法
卽
實
相
」
と
い
う
表
現
は
『
正
法
眼
藏
啓
迪
』
卷
下
（
西
有

穆
山
提
唱
、
富
山
祖
英
聽
書
、
榑
林
皓
堂
編
、
大
法
輪
閣
、
一
九
六
五

年
）
に
も
み
ら
れ
る
が
、「
無
媒
介
に
結
合
」
と
は
述
べ
て
な
く
、
む

し
ろ
「
無
媒
介
に
結
合
」
と
い
う
表
現
を
避
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

岡
田
宜
法
『
正
法
眼
藏
思
想
大
系
』
卷
七
（
法
政
大
學
出
版
局
、
一
九

五
五
年
）
で
は
卽
と
い
う
考
え
を
戒
め
て
い
る
。

（
18
）　
『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
「
萬
𧰼
之
中
獨
露
身
。
唯
人
自
肯
乃
方

。

昔
時
謬
向
二
途
中
一
覓
。
今
日
看
來
火
裏
水
。」（
卍
續
藏
二
乙
―
一
一
・

一
二
五
頁
）。

（
19
）　

動
か
し
て
の
意
で
あ
ろ
う
。

（
20
）　
『
正
法
眼
藏
註
解
全
書
』
卷
六
・
三
四
七
頁
。

（
21
）　

衟
全
一
・
四
五
七
頁
～
四
五
八
頁
。

（
22
）　
『
正
法
眼
藏
聞
解
』
で
は
、「
同
異
は
對
待
の
法
な
り
」（『
正
法
眼
藏

註
解
全
書
』
卷
六
・
三
六
五
頁
）
と
あ
り
、
我
と
十
方
佛
が
對
待
す
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
竝
び
立
つ
こ
と
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
『
私
記
』
で

は
「
連
累
な
り
我
と
十
方
と
、
別
異
な
ら
ざ
る
辭
な
り
」（『
正
法
眼
藏

註
解
全
書
』
卷
六
・
三
六
六
頁
）
と
し
て
、
我
と
十
方
佛
が
關
連
し
合

う
こ
と
を
强
調
し
て
い
る
。
同
異
を
異
に
重
き
を
置
い
た
語
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、
水
野
氏
は
「
同
じ
で
あ
っ
た
り
、
異
っ
て
い
た
り

す
る
な
ら
」（『
衟
元
禪
師
全
集
：
原
文
對
照
語
譯
』
卷
六
・
一
〇
頁
）

と
し
、
現
代
語
で
使
用
さ
れ
る
同
異
が
あ
る
と
い
っ
た
程
度
の
意
味
で

譯
し
て
い
る
。『
正
法
眼
藏
』
の
用
例
で
は
「
嗣
書
」
卷
に
「
と
き
に

衟
元
、
宗
月
首
座
に
問
ふ
、
和
尙
、
い
ま
五
家
宗
派
を
つ
ら
ぬ
る
に
、

い
さ
さ
か
同
異
あ
り
、
そ
の
こ
こ
ろ
い
か
ん
。
西
天
よ
り
嫡
嫡
相
嗣
せ

ら
れ
ば
、
な
ん
ぞ
同
異
あ
ら
ん
や
。」（
衟
全
一
・
四
二
七
頁
）
と
あ

り
、
同
異
を
違
い
の
意
で
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
「
法
性
」
卷
で
は
、

「
こ
の
森
羅
萬
𧰼
と
法
性
と
、
は
る
か
に
同
・
異
の
論
を
超
越
せ
り
、

離
・
卽
の
談
を
超
越
せ
り
。」（
衟
全
二
・
二
七
頁
）
と
あ
り
、『
私
記
』

や
水
野
氏
の
よ
う
に
異
の
意
を
含
め
解
釋
す
る
の
が
穩
當
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
少
し
異
な
り
が
あ
る
程
度
の
意
で
理
解
で
き
る
。

（
23
）　
『
聞
解
』
で
は
「
這
頭
は
這
裏
と
云
へ
人
々
安
住
し
て
塵
劫
に
も
移

動
せ
ぬ
處
、
こ
こ
は
十
方
の
邊
際
無
い
本
來
無
東
西
南
北
と
云
う
故

に
十
方
は
や
は
り
人
々
踏
で
居
る
這
頭
を
出
で
ず
。」（『
正
法
眼
藏
註

解
全
書
』
卷
六
・
三
六
五
頁
）
と
あ
り
、
遮
頭
は
遮
裏
と
同
義
語
で
あ

る
。
遮
裏
に
つ
い
て
『
禪
語
辭
典
』
の
這
裏
の
項
目
で
「「
者
裏
」
に
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同
じ
で
、
こ
こ
、
そ
こ
、
と
近
い
場
所
を
指
し
示
す
語
。」（
一
八
九
頁

下
）
と
あ
る
よ
う
に
指
示
語
で
あ
る
。
這
、
者
、
遮
の
通
用
に
關
し
て

は
、
太
田
辰
夫
『
中
國
語
史
通
考
』（
白
帝
社
、
一
九
八
八
年
）
を
參

照
。

（
24
）　

衟
全
一
・
四
六
〇
頁
。

（
25
）　
「
實
相
と
諸
法
と
二
つ
な
し
、
譬
え
ば
春
は
花
の
上
に
入
り
、
花
は

春
を
持
っ
て
居
る
、
二
つ
無
い
衟
理
な
り
。」（『
正
法
眼
藏
註
解
全
書
』

卷
六
・
三
六
八
頁
）。

（
26
）　

衟
全
一
・
三
四
八
頁
。

（
27
）　

衟
全
一
・
四
六
一
頁
。

（
28
）　

衟
全
一
・
四
六
三
頁
～
四
六
四
頁
。

（
29
）　

休
歇
に
つ
い
て
『
禪
語
辭
典
』
で
は
「
休
息
す
る
、
く
つ
ろ
ぐ
。
け

り
を
つ
け
る
。」（
八
六
頁
）
と
あ
る
。
加
え
て
、
水
野
氏
が
指
摘
す

る
（『
衟
元
禪
師
全
集
：
原
文
對
照
語
譯
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
）

卷
五
・
二
四
三
頁
、
補
註
）
よ
う
に
、「
現
成
公
案
」
卷
の
次
の
文
を

參
照
す
る
こ
と
で
衟
元
の
評
價
が
明
瞭
に
な
る
。「
佛
衟
を
な
ら
ふ
と

い
ふ
は
、
自
己
を
な
ら
ふ
な
り
。
自
己
を
な
ら
ふ
と
い
ふ
は
、
自
己
を

わ
す
る
る
な
り
。
自
己
を
わ
す
る
る
と
い
ふ
は
、
萬
法
に
證
せ
ら
る
る

な
り
。
萬
法
に
證
せ
ら
る
る
と
い
ふ
は
、
自
己
の
身
心
お
よ
び
他
己
の

身
心
を
し
て
脫
落
せ
し
む
る
な
り
。
悟
迹
の
休
歇
な
る
あ
り
、
休
歇
な

る
悟
迹
を
長
長
出
な
ら
し
む
。」（
衟
全
一
・
三
頁
）
す
な
わ
ち
、
悟
っ

た
あ
と
に
安
住
し
、
そ
こ
か
ら
更
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

そ
の
安
住
が
應
庵
に
は
な
い
と
す
る
。
衟
元
が
安
住
を
拒
否
し
た
こ
と

は
、
石
井
修
衟
氏
が
「
衟
元
が
本
證
妙
修
の
禪
を
構
筑
し
た
の
は
、
妙

修
を
强
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
覺
に
安
住
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た

が
た
め
で
あ
る
。」（「
宏
智
正
覺
と
默
照
禪
の
確
立
」（『
宋
代
禪
宗
史

の
硏
究
』
四
章
、
大
東
出
版
、
一
九
八
七
年
）
と
衟
元
の
禪
思
想
を
代

表
す
る
本
證
妙
修
の
成
立
に
と
も
な
い
指
摘
し
て
い
る
が
、
衟
元
は
安

住
を
完
全
に
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
安
住
を
し
た
後
に
そ
れ
を
拒
否

す
る
過
程
が
必
要
と
主
張
す
る
こ
と
に
註
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
30
）　

衟
全
一
・
四
六
六
頁
～
四
六
七
頁
。

（
31
）　
『
禪
學
大
辭
典
』
下
卷
（
九
五
八
頁
下
）
に
よ
れ
ば
、
臨
濟
宗
の
僧

侶
で
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
と
と
も
に
濟
下
の
二
甘
露

門
と
稱
さ
れ
た
。

（
32
）　

衟
全
一
・
四
六
七
頁
～
四
六
九
頁
。

（
33
）　
『
聯
統
會
要
』
卷
二
三
、
玄
沙
師
備
章
に
は
「
師
上
堂
、
聞
二
燕
子
聲

一
乃
云
。
深
談
二
實
相
一、
善
說
二
法
要
一。
便
下
座
。
尋
有
レ
僧
。
請
益
云
。

某
甲
不
レ
會
。
師
云
。
去
、
無
二
人
信
一レ
汝
。」（
卍
續
藏
二
乙
―
九
・
四

一
二
丁
右
）
と
あ
る
。「
諸
法
實
相
」
卷
の
引
用
で
は
問
答
に
入
る
ま

で
の
表
現
を
變
え
、
問
答
で
は
尋
の
下
に
後
が
加
わ
っ
て
い
る
（
衟
全

一
・
四
六
九
頁
）。
請
益
自
體
に
後
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、

後
の
有
無
は
內
容
に
は
影
響
し
な
い
。

（
34
）　

正
當
恁
麼
と
は
正
當
が
ま
さ
に
、
恁
麼
が
如
是
の
意
で
あ
る
。『
正

法
眼
藏
』
で
は
下
に
時
や
人
を
と
も
な
い
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
例

え
ば
「
諸
惡
莫
作
」
卷
に
「
正
當
恁
麼
の
と
き
、
初
中
後
、
諸
惡
莫
作

に
て
現
成
す
る
に
、
諸
惡
は
因
緣
生
に
あ
ら
ず
、
た
だ
莫
作
な
る
の
み
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な
り
。」（
衟
全
一
・
三
四
六
頁
）
と
あ
る
。

（
35
）　
衟
全
一
・
四
六
九
頁
～
四
七
〇
頁
。

（
36
）　
例
え
ば
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
〇
に
「
玄
沙
謂
語
燕
深
談
二
實
相
一。

然
則
大
地
皆
是
悟
門
。
孰
二
非
此
衟
一。
況
明
二
心
宗
言
句
一
乎
。」（
大
正

五
一
・
四
六
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
地
の
上
の
も
の
が
全
て
實
相

を
談
じ
て
い
る
と
み
な
す
理
解
で
あ
る
。

（
37
）　『
正
法
眼
藏
註
解
全
書
』
卷
六
・
四
〇
二
頁
。

（
38
）　『
正
法
眼
藏
註
解
全
書
』
卷
六
・
四
〇
四
頁
～
四
〇
五
頁
。

（
39
）　
衟
全
一
・
四
九
〇
頁
。

（
40
）　
衟
全
一
・
四
七
〇
頁
。

（
41
）　
衟
全
一
・
三
一
六
頁
。

（
42
）　
透
脫
の
意
に
關
し
て
「
佛
性
」
卷
に
「
悉
有
を
會
取
す
る
こ
と
か
く

の
ご
と
く
な
れ
ば
、
悉
有
そ
れ
透
體
脫
落
な
り
。」（
衟
全
一
・
一
五

頁
）
と
あ
り
、
透
體
脫
落
の
意
で
あ
る
。

（
43
）　『
正
法
眼
藏
註
解
全
書
』
卷
二
・
二
一
八
頁
。

（
44
）　「
山
水
經
」
卷
冐
頭
の
一
段
の
後
に
、
こ
の
句
は
引
用
さ
れ
る
（
衟

全
一
・
三
一
六
頁
）。
典
據
と
し
て
『
嘉
泰
普
燈
錄
』
卷
三
の
「
上
堂
。

良
久
、
曰
。
靑
山
常
運
步
、
石
女
夜
生
レ
兒
。
便
下
座
。」（
卍
續
藏
二

乙
―
一
〇 

・
四
一
丁
表
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。

（
45
）　
こ
の
引
用
文
の
後
に
引
用
さ
れ
る
。
典
據
は
『
雲
門
錄
』
卷
一
の

「
問
。
如
何
是
諸
佛
出
身
處
。
師
云
。
東
山
水
上
行
。」（
大
正
四
七
・

五
四
五
頁
）
で
あ
る
。

（
46
）　
衟
全
一
・
三
一
八
頁
。

（
47
）　
衟
全
一
・
三
一
六
頁
～
三
一
七
頁
。

（
48
）　『
宏
智
錄
』
卷
四
に
「
送
二
監
收
一
上
堂
擧
。
南
泉
因
刈
レ
禾
次
、
僧

問
。
南
泉
路
向
二
甚
麼
處
一
去
。
泉
拈
二
起
鎌
子
一
云
。
我
這
鎌
子
三
十

錢
買
。
僧
云
。
我
不
レ
問
二
鎌
子
一。
南
泉
路
向
二
甚
麼
處
一
去
。
泉
云
。

我
這
鎌
子
用
二
得
快
一。
當
時
三
十
文
錢
買
。
南
泉
門
下
路
岐
通
。
寄
レ
語

行
人
著
二
精
綵
一。
著
二
精
綵
一
相
謾
殺
。
衲
僧
眼
被
二
案
山
礙
一。
而
今
覻

破
露
堂
堂
。
大
地
撮
來
成
二
一
塊
一。
大
衆
若
也
如
レ
此
、
顆
糝
漏
他
レ
不

レ
得
。
上
堂
身
裏
出
門
、
門
裏
出
身
。
白
雲
能
作
レ
客
。
明
月
解
隨
レ
人

參
。」（
大
正
四
五
・
四
五
頁
）
と
あ
る
話
を
指
す
。

（
49
）　
衟
全
一
・
三
一
九
頁
～
三
二
〇
頁
。

（
50
）　『
大
慧
普
覺
禪
師
語
錄
』
卷
一
六
に
「
所
以
五
祖
師
翁
有
レ
言
。
如
何

是
祖
師
西
來
意
。
庭
前
柏
樹
子
。
恁
麼
會
、
便
不
是
了
也
。
如
何
是
祖

師
西
來
意
。
庭
前
柏
樹
子
。
恁
麼
會
方
始
是
。
爾
諸
人
還
會
麼
。
這
般

說
話
、
莫
二
衟
爾
諸
人
理
會
不
一レ
得
、
妙
喜
也
自
理
會
不
レ
得
。
我
此
門

中
無
理
會
得
理
會
不
レ
得
。
蚊
子
上
二
鐵
牛
一、
無
二
爾
下
レ
嘴
處
一。」（
大

正
四
七
・
八
八
一
頁
）
と
あ
る
。
加
え
て
、『
大
慧
普
覺
禪
師
語
錄
』

卷
一
三
に
は
「
這
箇
如
何
將
下
知
見
解
會
、
計
較
二
得
失
玄
妙
是
非
一
底

心
上
去
學
得
。
爾
要
二
眞
箇
一
參
、
但
一
切
放
下
。
如
二
大
死
人
一
相
似
、

百
不
レ
知
、
百
不
レ
會
、
驀
地
向
二
不
知
不
會
處
一、
得
二
這
一
念
子
破
一、

佛
也
不
二
奈
爾
何
一。
不
レ
見
古
人
衟
、
懸
崖
撤
手
自
肯
承
當
、
絕
後
再
蘇

欺
レ
君
不
レ
得
。」（
大
正
四
七
・
八
六
三
頁
）
と
あ
り
、
公
案
を
無
理
會

話
と
み
な
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

（
51
）　『
聯
統
會
要
』
卷
四
の
南
嶽
懷
讓
の
項
に
「
遂
同
坦
然
禪
師
、
謁
二
嵩
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山
安
國
師
一。
復
徃
二
曹
溪
一、
參
二
六
祖
一。
祖
問
。
甚
處
來
。
師
云
。
嵩

山
來
。
祖
云
。
甚
麼
物
恁
麼
來
。
師
云
。
說
似
二
一
物
一
卽
不
レ
中
。
祖

云
。
還
假
二
修
證
一
否
。
師
云
。
修
證
卽
不
レ
無
。
汚
染
卽
不
レ
得
。
祖

云
。
卽
レ
此
不
二
汚
染
一。
是
諸
佛
之
護
念
。
汝
既
如
是
。
吾
亦
如
是
。
西

天
般
若
多
羅
讖
レ
汝
。
向
レ
後
出
二
一
馬
駒
一、
踏
二
殺
天
下
人
一
去
在
。
病

在
二
汝
心
一、
不
レ
須
二
速
說
一。」（
卍
續
藏
二
乙
―
九
・
二
四
三
丁
右
）
と

あ
る

（
52
）　

直
前
の
中
略
部
分
で
は
一
水
四
見
を
例
に
擧
げ
て
い
る
。

（
53
）　

衟
全
一
・
三
二
〇
頁
～
三
二
二
頁
。

（
54
）　

衟
全
一
・
三
二
三
頁
。

（
55
）　

衟
全
一
・
三
二
五
頁
。

（
56
）　

衟
全
一
・
三
二
七
頁
。

（
57
）　
『
雲
門
錄
』
卷
一
に
「
上
堂
云
。
諸
和
尙
子
莫
二
妄
想
一。
天
是
天
、
地

是
地
。
山
是
山
、
水
是
水
。
僧
是
僧
、
俗
是
俗
。
良
久
云
。
與
レ
我
拈

二
案
山
一
來
看
。
便
有
レ
僧
問
。
學
人
見
二
山
是
山
見
水
是
水
一
時
如
何
。

師
云
。
三
門
爲
二
什
麼
一
從
二
這
裏
一
過
。
進
云
。
與
麼
則
不
二
妄
想
一
去

也
。
師
云
。
還
我
話
頭
來
。」（
大
正
四
七
・
五
四
七
頁
）
と
あ
る
。

（
58
）　

こ
の
讀
點
は
衟
全
の
底
本
で
あ
る
龍
門
寺
本
に
は
み
ら
れ
る
（『
永

平
正
法
眼
藏
蒐
書
大
成
』
卷
二
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
九
年
、
三
五

一
頁
）
が
、
正
法
寺
本
（『
永
平
正
法
眼
藏
蒐
書
大
成
』
卷
一
、
一
九

七
八
年
、
五
七
八
頁
）
や
全
久
院
本
（『
衟
元
禪
師
眞
蹟
關
係
資
料
集
』

（『
永
平
正
法
眼
藏
蒐
書
大
成
』
別
卷
）、
一
九
八
〇
年
、
二
〇
五
頁
）

に
は
み
ら
れ
な
い
。

（
59
）　

衟
全
一
・
三
二
七
頁
～
三
二
八
頁
。

（
60
）　

衟
全
一
・
三
二
二
頁
。

（
61
）　

大
正
四
八
・
一
七
八
頁
。

（
62
）　
「
山
水
經
」
卷
は
、
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
年
）、「
諸
法
實
相
」
卷

は
寬
元
元
年
（
一
二
四
三
年
）
に
示
衆
さ
れ
た
（「
衟
元
禪
師
略
年
譜
」

衟
全
一
・
五
一
三
頁
～
五
一
四
頁
）。

　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
正
法
眼
藏
、
諸
法
實
相
、
山
水
經
、
衟
元　
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